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韓
国
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議

会
の
共
同
代
表
の
一
人
、
若
J

貞

玉
さ
ん
は
十
月
十
六
日
、
総
理

府
外
政
審
議
室
を
通
じ
、
宮
沢

総
理
に
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て

の
公
開
書
簡
を
提
出
し
た
。
乙

れ
は
、
慰
安
婦
問
題
の
全
容
を

明
ち
か
に
し
な
い
ま
ま
、
多
少

の
ρ
見
舞
金
μ

程
度
で
ご
ま
化

そ
う
と
し
て
い
る
日
本
政
府
の

対
応
を
怒
っ
た
も
の
。
書
簡
の

内
容
(
要
旨
)
は

①
慰
安
婦
問
題
は
、
世
界
に

例
の
な
い
、
最
も
非
人
道
的
で

残
酷
な
国
家
的
犯
罪
行
為
で
あ

る
②
今
年
一
月
訪
韓
し
た
宮
沢

首
相
は
謝
罪
と
反
省
の
憲
を
表

明
し
、
実
態
調
査
を
約
束
し
た

が
、
日
本
が
七
月
に
発
表
し
た

調
査
は
、
資
料
の
羅
列
に
す
ぎ

ず
、
不
誠
実
で
あ
る
。
ま
ず
真

相
究
明
を
徹
底
し
て
行
、
マ
必
要

が
あ
る
③
最
近
、
日
本
政
府
が

〈
補
償
に
代
わ
る
措
置
〉
と
し

て
、
元
慰
安
婦
に
生
活
扶
助
基

金
を
考
慮
中
と
い
う
報
道
に
接

し
、
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
補

償
に
代
わ
る
指
置
は
欺
隅
的
発

想
で
あ
る
。
元
慰
安
婦
た
ち
は

「
日
本
が
自
ち
の
犯
罪
を
認
め

ず
渡
す
金
は
も
ら
う
と
と
は
で

き
な
い
。
そ
れ
は
私
た
ち
を
再

び
侮
辱
す
る
行
為
で
あ
る
」
と

い
っ
て
い
る
。
④
日
本
が
、
慰

安
婦
問
題
と
戦
争
責
任
を
明
ら

か
に
し
な
い
ま
ま
軍
隊
を
海
外

に
派
兵
し
、
国
連
常
任
理
事
国

に
な
ろ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
を

深
く
憂
慮
す
る
。

音
を
吐
露
。

石
川
さ
ん
は
「
時
の
政
権
を

批
判
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
や

同
じ
方
向
の
政
治
を
め
ざ
す
者

同
志
が
集
ま
り
、
自
分
た
ち
の

政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
総
理

総
裁
を
狙
う
と
い
っ
た
派
閥
の

意
識
か
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
い

ま
、
天
下
国
家
の
大
事
件
の
よ

う
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
る
が
、

あ
れ
は
単
な
る
徒
党
の
衆
、
悪

党
集
団
だ
」
。
派
閥
と
い
う
私

的
集
団
に
よ
る
国
家
権
力
の
独

占
に
、
く
さ
び
を
う
た
ね
ば
な

ら
な
い
と
厳
し
い
指
摘
。

岩
見
さ
ん
は
「
竹
下
派
の
争

い
は
、
主
導
権
争
い
と
小
沢
流

政
治
改
革
の
二
つ
が
キ
ー
ワ
ー

ド
。
小
沢
町
の
政
治
改
革
を
ど

う
と
ら
え
る
か
が
私
た
ち
の
ポ

イ
ン
ト
。
代
案
が
出
な
い
と
小

沢
流
政
治
改
革
が
、
あ
る
種
の

説
得
力
が
出
て
来
る
の
で
お
そ

ろ
し
い
」
と
。

竹
下
派
は
国
家
で
は
な
い
、

金
丸
匡
が
辞
め
た
乙
と
で
手
を

ゆ
る
め
て
は
い
け
な
い
|
|
同

会
で
は
、
運
動
を
継
続
し
て
、

徹
底
的
に
追
及
す
る
か
ま
え

バ、市
選民
警リ

論Y
すト

善1
ぇ γ
る
な

二
十
五
日
に
は
、
東
京
の
J

R
渋
谷
駅
前
で
、
「
佐
川
事
件
」

の
徹
底
究
明
を
求
め
る
「
マ
ラ

ソ
ン
リ
レ
l
演
説
会
」
が
あ
っ

た。十
月
一
日
か
ら
同
駅
前
で
リ

レ
l
ハ
ン
ス
ト
を
続
け
な
が
ら

署
名
運
動
や
、
金
丸
氏
の
地
元

山
梨
県
に
乗
り
込
ん
だ
り
、
金

丸
邸
包
囲
デ
モ
を
行
う
な
ど
の

運
動
を
続
け
て
き
た
「
佐
川
究

明
!
学
生
・
市
民

・
議
員
の

会
」
や
、
地
方
議
員
有
志
、
戦

争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
北

・
彼

橋
・
豊
島
の
女
た
ち
の
会
、
憲

法
を
活
か
す
学
生
の
会
有
志
、

消
費
税
廃
止
を
求
め
る
市
民
の

会
な
ど
の
呼
び
か
貯
に
よ
る
も

の
。
呼
び
か
け
メ
ン
バ
ー
や
政

治
評
論
家
、
通
り
が
か
り
の
市

民
な
ど
約
四
十
人
が
マ
イ
ク
を

握
り
、

E
午
か
ち
午
後
七
時
ま

で
事
件
に
対
す
る
思
い
を
主
彊

し
た
。演
壇
の
近
く
で
は
、
竹
下
、

小
岡
氏
の
犠
員
辞
職
を
求
め
る

署
名
活
動
。
キ
リ
ス
ト
の
踏
み

絵
を
も
じ
り
、
路
上
に
小
沢
、

金
丸
、
竹
下
、
宮
沢
氏
の
似
顔

を
並
べ
、
「
ど
う
ぞ
、
お
好
き

な
も
の
を
お
踏
み
下
さ
い
」
の

彊
り
紙
。
国
民
の
怒
り
は
と
乙

ま
で
来
て
い
る
の
だ
。

佐
川

・
金
丸
事
件
を
「
政
治

改
革
」
に
す
り
か
え
、
小
選
挙

区
制
を
導
入
す
る
動
き
が
あ
る

が
、
そ
の
手
に
乗
っ
て
は
い
け

な
い
プ
。

上
・
政
局
務
語
る
政
治
評
論
家
の

菊
地
久
さ
ん

下
・
イ
ヤ
な
人
房
蕗
ん
で
川

創立30周年を祝う
新日本婦人の会 380人が参加

新
日
本
婦
人
の
会
(
井
よ
美

代
会
長
)
は
、
十
月
十
九
日
、

創
立
三
十
周
年
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
、
東
京
・
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
で
聞
き
、
三
百
八
十

人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

新
婦
人
は
、
六
二
年
一
月
、

平
塚
ら
い
て
う
、
野
上
弥
生
子
、

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
、
羽
仁
説
子

さ
ん
ら
三
十
二
人
が
よ
び
か
け

jlJ玄301寄年記念レセブシ議ン

人
と
な
り
、
周
年
十
月
十
九
日

に
結
成
。
ス
タ
ー
ト
当
時
、
一
二

万
五
千
人
の
委
員
だ
っ
た
。
平

和
、
毘
主
々
義
、
生
活
の
向
上
、

婦
人
の
権
利
、
子
ど
も
の
幸
せ

な
ど
五
つ
の
目
的
を
か
か
げ
、

地
域
か
ち
運
動
を
積
み
重
ね
、

会
員
十
九
万
人
の
大
組
織
と
な

っ
て
い
る
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
三
十

周
年
を
記
念
し
て
の
新
婦
人
の

歌
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
よ
な

ら
」
の
発
表
に
つ
づ
き
、
井
上

美
代
会
長
が
三
十
年
の
歩
み
を

語
り
「
広
範
な
人
と
と
も
に
女

性
の
多
様
な
要
求
を
実
現
さ
せ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の

松
浦
三
知
子
国
際
婦
人
年
連
絡

会
世
話
人
ろ
が
祝
辞
を
の
ベ

だ。
合
佐
川
疑
惑
務
徹
底
追
及
す

る
会
告
白
・
3
37
0
・
2
7

円
乙
ワ
t草
の
実
会
、
主
婦
連
合
会
、

東
京
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年

会
、
東
京
都
地
域
消
費
者
団
体

連
絡
会
、
東
京
都
地
域
婦
人
団

体
連
盟
、
独
身
婦
人
連
盟
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
、

日
本
消
費
者
連
盟
、
日
本
生
活

協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
青
年

団
協
議
会
、
日
本
婦
人
有
権
者

同
盟
、
婦
人
国
際
平
和
自
由
連

盟
日
本
支
部
、
帰
人
民
主
ク
ラ

ブ
、
不
戦
兵
士
の
会
、
理
想
選

挙
推
進
市
民
の
会
。

オープニングは会員による舎新婦人の歌、の合唱

時
一
「
モ
ノ
と
女
の
戦

一
川

一
後

E
(天
野
正
子
、

/
た

¥

桜

井

厚

著

有

信

(
堂
)
と
い
う
本
に
、

公
共
の
ト
イ
レ
の
男
女
不
平
等

に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
問
題
点

を
指
摘
し
た
の
は
、
大
阪
府
堺

市
の
小
学
校
六
年
生
女
子
三
人

の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
う
話

が
の
っ
て
い
る
V
彼
女
ら
は
自

一
分
の
小
学
校
で
ト
イ
レ
に
つ
い

一
て
聞
い
て
み
た
と
乙
ろ
、
女
子

一
の
七
七
悌
が
混
ん
で
困
る
と
い

一
っ
た
の
に
対
し
、
男
子
の
回
答

一
は
、
混
む
不
満
は
た
っ
た
七
弥
、

一
困
る
の
は
ρ
汚
れ
て
い
る
H

で

工
ハ
六
婦
だ
っ
た
。
そ
乙
で
便
器

一
の
数
を
調
べ
て
み
る
と
男
四
十

一
一
一
個
に
対
し
女
二
十
八
個
、
平

一
均
所
用
時
間
は
男
十
七
秒
に
対

一
し
女
三
十
秒
。
と
れ
で
は
女
子

一
用
ト
イ
レ
が
混
む
の
は
当
り
前

一
と
数
字
で
証
明
し
、
大
阪
府
統

一
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
見

一
事
、
二
席
に
入
賞
し
た
と
い
う

一
V
な
る
ほ
ど
、
と
感
心
し
て
い

一
た
が
、
先
ご
ろ
休
日
の
新
幹
線

一
の
駅
で
身
を
も
っ
て
女
性
ト
イ

一
レ
の
少
な
さ
を
体
験
し
た
。
延

一
々
の
列
が
ト
イ
レ
か
ち
あ
ふ

一
れ
、
廊
下
か
ち
と
ち
ら
の
部
屋

一
ま
で
ズ
ラ
リ
。
か
た
や
男
性
用

一
は
ス
l
イ
ス
イ
。
旅
を
す
る
女

一
性
が
ふ
え
て
い
る
と
い
う
た
め

一
も
あ
ろ
つ
が
、
こ
れ
は
ひ
ど
い
。

一
つ
い
に
見
か
ね
て
駅
員
が
、
乙

一
ち
ら
を
使
っ
て
下
さ
い
と
職
員

一
用
に
案
内
す
る
あ
り
さ
ま
V
男

一
性
と
女
性
の
ト
イ
レ
を
同
じ
大

一
き
さ
に
し
て
い
る
と
、
女
性
用

一
の
方
が
面
積
が
広
く
い
る
の
で

一
ど
う
し
て
も
女
性
の
便
器
数
が

一
少
く
な
る
。
と
れ
に
所
用
時
間

一
の
問
題
が
加
わ
る
の
で
、
女
性

一
は
延
々
の
列
に
な
る
V
〈
面
積

一
が
同
じ
〉
な
ら
い
い
方
。
公
共

一
の
ホ
l
ル
な
ど
で
建
築
年
度
も

一
そ
う
古
く
な
い
の
に
、
女
子
ト

一
イ
レ
が
『
つ
ん
と
小
さ
く
て
数
が

一
少
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
集
会
な

一
ど
で
も
、
近
ご
ろ
は
女
性
の
参

一
加
者
が
多
数
と
い
う
と
と
が
多

一
い
か
ら
女
性
ト
イ
レ
は
芋
を
洗

一
う
よ
う
。
男
の
設
計
者
は
女
性

一
ト
イ
レ
に
入
ろ
な
い
の
で
状
況

一
が
全
く
わ
か
つ
て
な
い
の
か
も

一
し
れ
な
い
。
だ
が
考
え
て
み
る

一
と
私
た
ち
女
性
は
ト
イ
レ
は
列

一
を
作
っ
て
並
ぶ
も
の
、
と
あ
き

一
ら
め
て
い
た
フ
シ
も
あ
る
。
ゃ

一
は
り
も
っ
と
も
の
申
そ
う
。
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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧

派
閥
な
ん
か
い
ら
な

金

、

• 
小
の
徹
底
追
及
を

竹
• 

全国婦人新聞

金
丸
信
前
自
民
党
副
総
裁
の
織
員
辞
職
で
事
件
を
う
や
む
や
に
終
わ
ち
せ
ず
、
徹
底
的
に
温
放
し
、
今
度
乙
そ
政
治
の
浄
化

を
達
成
し
よ
う
と
、
十
五
の
女
性
、
市
民
、
青
年
団
体
が
「
佐
川
疑
惑
を
徹
底
追
位
す
る
会
」
を
結
成
。
十
月
二
十
二
日
、
参

議
院
議
員
会
館
で
第
-
回
目
の
集
会
を
聞
き
、

H

佐
川

・
金
丸
事
件
H

の
問
題
点
や
今
後
の
運
動
に
つ
い
て
諮
り
あ
っ
た
。

東
京
佐
川
急
便
か
ら
五
億
円
さ
を
、
イ
ヤ
と
い
う
ほ
ど
思
い
か
ち
指
摘
し
た
。
こ
と
か
ら
、
配
っ
た
方
も
も
ら

受
り
取
っ
た
金
丸
民
を
事
情
聴
知
ち
さ
れ
た
の
だ
。
近
藤
千
浪
さ
ん
(
市
川
房
枝
っ
た
方
も
政
治
資
金
規
制
法
違

取
も
せ
ず
上
申
書
提
出
で
一略
式

H

じ
っ
と
し
て
は
お
ら
れ
な
政
治
資
金
調
査
室
)
は
、
金
丸
-
弓
検
察
庁
は
と
こ
を
切
り
か

起
訴
、
二
十
万
円
の
罰
金
で
終
い
μ
思
い
亭
晶
押
っ
た
人
た
ち
が
、
信
と
自
民
党
・
竹
下
派
(
経
世
に
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
。

ち
せ
さ
っ
と
し
た
政
府
・
自
民
こ
の
日
約
百
人
駆
り
つ
け
た
。
会
)
所
属
の
違
法
献
金
を
も
ら
井
楼
士
の
永
盛
敦
郎
さ
ん
は

寛
、
検
察
庁
の
あ
り
方
に
国
民
士
古
田
団
体
を
代
表
し
て
、
紀
っ
た
と
い
わ
れ
る
国
会
犠
員
六
「
市
民
運
動
の
人
選
の
ポ
ス
タ

は
怒
り
を
爆
発
さ
せ
た
。
早
悌
子
さ
ん
(
日
本
嫡
人
有
国
叫
十
数
名
を
、
政
治
出
問
金
規
百
穏
ー
や
ビ
ラ
貼
的
L
P
、
軽
犯
罪
法

ま
た
、
金
丸
氏
が
身
を
引
い
者
同
盟
、
参
織
)
は
、
「
ロ
y

避
反
と
し
て
九
月
一
一
十
九
日
、
違
反
に
引
っ
か
か
っ
た
だ
け
で

た
後
の
竹
下
派
(
経
世
会
)
の
キ
l
ド
、
ダ
グ
ラ
ス
・
グ
ラ
マ
東
京
地
方
検
察
庁
へ
告
発
し
雛
祭
は
越
捕
、
家
宅
捜
緊
ま
で

跡
目
相
続
を
め
ぐ
る
抗
争
は
、
ン
、
リ
ク
ル
ー
ト
、
共
和
と
続
た
。
ゃ
る
の
に
、
金
丸
さ
ん
は
事
情

ま
る
で
や
く
ざ
映
画
に
み
る
く
汚
職
疑
獄

・
疑
惑
の
歴
史
の
「
金
丸
さ
ん
は
、
五
億
円
も
聴
取
も
せ
ず
略
式
起
訴
。

y
」つ

n
仁
義
な
き
闘
い
u

そ
の
も
の
一
コ
マ
と
し
て
終
ち
せ
る
こ
と
ら
い
、
そ
れ
を
六
十
数
名
に
臨
み
て
も
不
公
明
r
だ」

だ
。
あ
ま
り
の
醜
悪
さ
に
由
民
な
く
、
今
回
こ
そ
政

・
財
・
宮
っ
た
と
言
一
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
司
法
に
対
す
る
国
民
の
儲

は
あ
き
れ
は
て
て
い
る
。
そ
し
界
の
金
権
癒
着
構
造
を
断
ち
、
個
人
が
一
年
聞
に
す
る
寄
付
は
頼
感
が
失
わ
れ
た
」
と
し
て
、

て
国
民
は
、
政
治
改
革
と
唱
元
政
治
の
浄
化
を
私
た
ち
の
手
で
二
千
万
円
ま
で
(
政
治
資
金
規
著
名
な
法
律
家
十
名
が
検
察
庁

な
が
ら
、
金
権
腐
敗
政
治
の
温
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
固
い
決
正
忌
二
十
二
条
の
l
の
一
)
、
に
告
発
。
そ
の
十
名
が
全
国
一

床
で
あ
る
派
閥
を
解
体
す
る
ど
意
を
述
べ
た
。
ま
た
、
五
億
円
室
ハ
十
数
名
で
万
四
千
人
の
弁
護
士
に
呼
び
か

こ
ろ
か
、
そ
の
中
で
い
か
に
極
続
い
て
、
佐
川

・
金
丸
事
件
分
り
る
と
七
面
万
円
以
上
に
な
け
、
有
志
に
よ
る
告
発
も
串
備

力
を
園
田
る
か
に
目
を
血
走
色
せ
の
間
断
一
点
に
つ
い
て
弁
鰹
土
、
り
、
一
人
に
対
し
百
五
十
万
円
中
。
自
由
法
問
団
は
、
竹
下
派

て
い
る
者
た
ち
に
、
政
治
を
信
税
理
士
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
以
上
の
献
金
は
禁
止
さ
杭
て
い
の
一
線
員
に
、
金
丸
民
を
b
金
を

託
し
て
き
た
自
分
た
ち
の
愚
か
ど
五
了
〈
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
る
(
同
二
十
二
条
の
こ
の
I
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受
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a
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韓
国
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議

会
の
共
同
代
表
の
一
人
、
手
貞

玉
さ
ん
は
十
月
十
六
日
、
総
理

府
外
政
審
織
警
を
通
じ
、
宮
沢

総
理
に
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て

の
公
開
書
簡
を
提
出
し
た
。
乙

一
れ
は
、
慰
安
婦
問
題
の
全
容
を

一
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
多
少

一の
H

見
舞
金
H

程
度
で
「
与
草
化

一
そ
う
一と
し
て
い
る
日
本
政
府
の

一
対
応
を
思
っ
た
も
の
【
書
簡
の

内
容
(
要
旨
〉
は

①
慰
安
婦
問
題
は
、
世
界
に

例
の
な
い
、
愚
も
非
人
道
的
で
し
、
慣
り
を
感
じ
て
い
る
戸
術

残
酷
な
国
家
的
犯
罪
行
為
で
あ
償
に
代
わ
る
措
置
は
欺
繭
的
発

る
②
今
年
一
月
訪
韓
し
た
宮
田
町
想
で
あ
る
。
元
慰
安
婦
た
ち
は

首
相
は
謝
罪
と
反
省
の
意
を
表
「
日
本
が
自
ら
の
犯
罪
を
認
め

明
し
、
実
態
調
査
を
約
束
し
た
ず
渡
す
金
は
も
号
つ
乙
と
は
で

が
、
日
本
が
七
月
に
発
表
し
た
さ
な
い
。
そ
れ
は
私
た
ち
を
再

腿
資
は
、
資
料
の
挺
列
に
す
ぎ
ぴ
侮
辱
す
る
行
為
で
あ
る
」
と

ず
、
不
誠
実
で
あ
る
。
ぷ
ず
真
い
っ
て
い
る
。
③
日
本
が
、
慰

相
究
明
春
徹
底
し
て
行
手
必
要
安
婦
問
思
と
戦
争
責
任
亭
萌
ち

が
あ
る
⑥
厳
近
、

H
本
政
府
が
か
に
し
な
い
ま
ま
軍
隊
宇
海
外

〈
鮪
慣
に
代
わ
る
指
値
〉
と
し
に
派
兵
し
、
国
連
常
任
理
事
国

て
、
元
慰
安
婦
に
生
活
扶
助
基
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

金
を
考
慮
中
と
い
う
報
道
に
倭
深
く
憂
噂
す
る
。

告
を
吐
館
。

石
川
さ
ん
は
「
時
の
政
権
を

批
判
、
チ
ェ
y
ク
す
る
機
能
や

同
じ
方
向
の
政
治
を
め
ざ
す
者

同
志
が
集
ま
り
、
自
分
た
ち
の

政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
総
理

総
裁
を
狙
司
メ
」
い
っ
た
派
閥
の

意
義
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
い

ま
、
天
下
国
家
の
穴
事
件
の
よ

う
に
走
り
ぎ
わ
っ
て
い
る
が
、

あ
れ
は
単
な
る
品
質
の
衆
、
感

覚
集
団
だ
」
。
派
閥
と
い
う
私

的
集
団
に
よ
る
国
家
権
力
の
強

占
に
、
く
さ
び
亭
せ
っ
た
ね
ば
な

同
な
い
と
厳
し
い
指
摘
。

宕
見
さ
ん
は
「
竹
下
派
の
争

い
は
、
主
導
権
争
い
と
小
沢
一
流
だ
。

政
治
改
革
の
二
つ
が
キ
l
ワ
l

A

M
佐
川
疑
惑
事
徹
底
追
及
す

ド
。
小
沢
流
の
政
治
改
革
妻
」

る
会
冒

ω・
3
3
7
0
・
2
7

予
と
ら
え
る
か
が
私
た
ち
の
ポ
ヮ
?

イ
ン
ト
。
代
案
が
出
な
い
と
小
草
の
実
金
、
主
婦
連
合
会
、

沢
流
政
治
改
革
が
、
あ
る
樋
の
東
京
キ
リ
ス
ト
教
女
子
育
年

鋭
得
力
が
出
て
来
る
の
で
お
そ
会
、
東
京
郡
地
峡
消
費
者
団
体

ろ
し
い
」
と
。
連
絡
会
、
東
京
都
地
域
婦
人
団

竹
下
派
は
国
家
で
は
な
い
、
体
連
盟
、
独
身
婦
人
連
盟
、
日

金
丸
民
が
辞
め
た
と
と
で
手
を
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
、

ゆ
る
め
て
は
い
け
な
い
|
|
同
日
本
消
費
者
連
盟
、
日
本
生
語

会
で
は
、
運
動
宇
継
続
し
て
、
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
青
年

徹
底
的
に
追
及
す
る
か
ま
え
団
協
繊
会
、
日
本
婦
人
有
権
者

同
盟
、
婦
人
国
際
平
和
自
由
連

盟
臼
本
支
部
、
婦
人
民
主
ク
ラ

ブ
、
不
戦
兵
士
虫
吉
、
理
怨
選

挙
准
進
市
民
の
会
。

市
民
リ
レ
i
卜

l
ク

小
選
挙
区
制
に
す
り
替
え
る
な
f

二
十
五
日
に
は
、
東
京
の
J

運
動
宇
続
け
て
き
た
「
佐
川
究

R
渋
谷
駅
前
で
、
「
仲
川
事
件
」
明
!
学
生
・
市
民

・
椴
員
の

の
徹
底
究
明
春
吊
革
め
る
「
マ
ラ
会
」
や
、
地
方
織
田
間
有
志
、
戦

ソ
ン
リ
レ
I
演
説
会
」
が
あ
っ
争
へ
の
道
帯
評
さ
な
い
北
・
板

た

=

橋

・

曹

島

の

女

た

ち

空

耳

、

憲

卜
月
5

日
か
ら
同
駅
前
で
リ
法
者
活
か
す
畢
生
の
会
有
志
、

レ
l
ハ
ン
ス
ト
宇
続
け
な

qb
消
費
税
廃
止
を
求
め
る
市
民
の

署
名
運
動
や
、
金
丸
反
の
地
元
会
な
ど
の
呼
び
か
り
に
よ
る
も

山
梨
県
に
乗
り
込
ん
だ
り
、
金
の
。
呼
び
か
け
メ
ン
バ
ー
や
政

丸
邸
包
囲
デ
モ
を
汚
う
な
ど
の
治
評
論
家
、
通
り
が
か
り
の
市

同
J

「
モ
ノ
と
女
の
戦

州

一
後
聞
と
(
天
野
正
子
、

F

た
¥
桜
井
厚
省
有
情

(
盤
)
と
い
う
本
に
、

公
共
の
ト
イ
レ
の
男
女
不
平
等

に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
問
題
点

を
指
摘
し
た
の
は
、
大
阪
府
堺

市
の
小
学
校
六
年
生
女
子
主
人

の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
う
括

が
の
っ
て
い
る
守
彼
女
ち
は
自

分
の
小
学
校
で
ト
イ
レ
に
つ
い

て
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
女
子

の
七
七
%
が
混
ん
で
困
る
と
い

っ
た
の
に
対
し
、
男
子
の
回
答

は
、
混
む
不
満
は
た
っ
た
ヒ
俗
、

困
る
の
は
H

汚
れ
て
い
る
μ

で

六
六
物
だ
っ
た
。
そ
こ
で
使
婦

の
数
を
調
べ
て
み
る
と
男
四
十

二
個
に
対
し
女
二
十
八
個
、
平

均
所
用
時
聞
は
男
十
七
秒
に
対

し
女
三
十
秒
。
こ
れ
で
は
女
子

用
ト
イ
レ
が
混
む
の
は
当
り
前

と
数
字
で
証
明
し
、
大
限
府
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
見

事
、
ニ
席
に
入
賞
し
た
と
い
う

V
な
る
ほ
ど
、
と
感
心
し
て
い

た
が
、
先
ご
民
係
自
の
新
幹
線

の
駅
で
易
を
も
っ
て
女
性
ト
イ

レ
の
少
作
業
務
保
験
し
た
。
延

々
の
列
が
ト
イ
レ
か
ち
あ
ふ

れ
、
廊
下
か
ち
こ
ち

A
6部
麿

ま
で
ズ
ラ
リ
。
か
た
苫
を
用

は
ス
l
イ
ス
イ
「
旅
を
す
る
女

性
が
ふ
え
て
い
る
と
い
う
た
め

も
あ
ろ
う
が
、
と
れ
は
ひ
ど
い
。

つ
い
に
見
か
ね
て
駅
員
が
、
乙

ち
妻
」
使
っ
て
下
さ
い
と
費

用
に
案
内
す
る
あ
り
さ
ま
守
男

性
と
女
性
の
ト
イ
レ
を
同
じ
大

き
さ
に
し
て
い
る
と
、
女
性
用

の
方
が
面
横
が
広
く
い
る
の
で

ど
っ
し
で
も
女
性
の
一
便
穏
散
が

少
く
な
る
。
乙
れ
に
所
用
時
間

の
問
題
が
加
わ
る
の
で
、
女
性

佳
延
々
の
列
に
な
る
V
〈
面
積

が
同
じ
〉
な
ら
い
い
乃
内
公
共

の
ホ
l
ル
な
ど
で
建
築
年
度
も

そ
う
古
く
な
い
の
に
、
女
子
ト

イ
レ
が
『

P
ん
と
小
さ
く
玄
数
が

少
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
集
会
な

ど
で
も
、
近
ご
ろ
は
女
性
の
参

周
年
を
記
念
し
て
の
新
婦
人
の
一
加
者
が
多
数
と
い
う
と
と
が
多

歌
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
よ
な
一
い
か
ら
女
性
ト
イ
レ
は
草
を
耳
目

色
」
の
発
表
に
つ
づ
き
、
井
上
一
う
さ
っ
。
男
の
綬
計
者
は
矢
性

美
代
会
長
が
三
十
年
の
歩
み
を
一
ト
イ
レ
に
入
ら
な
い
の
官
九
状
況

悟
り
「
広
範
な
人
と
と
も
に
女
一
が
全
く
わ
か
つ
て
な
い
の
か
も

伎
の
多
様
な
要
求
を
実
現
さ
せ
一
レ
れ
な
い
。
だ
が
唱
え
て
み
る

た
い
」
弁
冨
め
い
さ
つ
。
来
賓
の
王
私
た
ち
・
女
性
は
ト
イ
レ
は
列

松
浦
三
知
子
園
際
婦
人
年
連
絡
一
を
作
っ
て
並
ぶ
も
の
、
と
あ
き

会
世
話
人
色
が
祝
辞
を
の
ベ
一
色
め
い
た
フ
シ
も
あ
る
ョ
や

た

。

一

は

り

も

っ

と

も

富

ぞ

う

。

一

民
な
ど
約
四
十
人
が
マ
イ
ク
を

短
り
、
正
午
か
ら
午
後
七
時
ま

で
事
件
に
対
す
る
思
い
亭
圭
張

し
た
。相同
園
置
の
近
く
で
は
、
竹
下
、

小
沢
氏
の
織
貝
辞
職
を
求
め
る

署
名
活
動
。
キ
リ
ス
ト
の
踏
み

絵
を
も
じ
り
、
路
上
に
小
沢
、

金
丸
、
竹
下
、
宮
沢
氏
の
似
顔

軒
並
べ
、
「
ど
う
ぞ
、
お
好
き

な
も
の
を
お
踏
み
下
さ
い
」
の

彊
り
紙
。
国
民
の
怨
り
は
と
こ

ま
で
来
て
い
る
の
だ
。

佐
川

・
金
丸
事
件
を
「
政
治

改
革
」
に
す
り
か
え
、
小
潜
挙

医
制
を
導
入
す
る
動
き
が
あ
る

が
、
そ
の
手
に
凝
っ
て
は
い
け

な
い
ゾ
。

上
政
周

ea甲
骨
政
治
築
家
の

弼
地
久
声

λ

1
1
1
'

下
イ
ヤ
な
人
査
踏
ん
で
川
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創立30周年を祝う
新日本婦人の会 380人が参加

新
日
本
婦
人
m
X宮
(
井
上
美

代
会
長
)
は
、
十
月
十
九
日
、

創
立
三
十
周
年
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
、
東
京

・
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
で
開
さ
、
五
百
八
十

人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

新
婦
人
は
、
六
一
4

年
一
月
、

平
塚
ら
い
て
う
、
野
上
弥
生
子
、

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
、
羽
仁
説
ヂ

さ
ん
ら
三
十
二
人
が
よ
び
か
け

t!泣3閑年記怠レセプション

人
と
な
り
、
周
年
十
月
十
九
日

に
結
成
。
ス
タ
ー
ト
当
時
、
三

万
五
千
人
皇
買
だ
っ
た
。
平

和
、
民
主
々
線
、
中
奮
の
向
上
、

婦
人
の
樋
利
、
子
ど
も
の
幸
せ

な
ど
歪
つ
の
目
的
を
か
か
げ
、

地
域
か
民
遁
翫
萎
横
み
彊
句

会
員
十
九
万
人
の
穴
組
織
と
な

っ
て
い
る
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
三
十

オープニングは全員によるを新晴人の敵ミの合唱

HITACHI 
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き
か
け
、
現
在
で
は
六
つ
の
省

庁
が
女
性
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
子
供
の

ヱ
2
D
白
人
に
一
人
が
労
働
市
場

に
返
り
込
ま
れ
て
お
り
、
来
就

記
者
)
、
カ
ニ
カ
・
ク
ワ
ン
ナ

リ
l
(
児
童
開
発
基
金
・
児
重

労
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
)
さ
ん
の
五
人
を
曲
目

き
、
タ
イ
の
女
性
の
問
題
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
は
、
山
口
員
さ
ん
(
概

通
経
済
大
学
教
授
)
。

タ
イ
は
、
古
く
か
ら
日
本
と

の
交
流
が
あ
り
、
な
じ
み
の
深

通
す
る
背
景
は
、
い
わ
ゆ
る
H
家

業
H

を
継
い
で
い
る
と
い
う
と

と
。
同
一
国
は
大
家
族
制
な
の
で
、

共
穆
ぎ
は
可
能
。
子
供
は
、
誰

か
が
面
倒
を
見
る
し
、
家
事
は
、

お
手
伝
い
さ
ん
が
手
頃
な
値
段

(
月
に
百
ド
ル
ー
一
一
百
ド
ル
)

で
麗
え
る
。
そ
し
て
、
女
性
経

嘗
者
た
ち
は
、
ビ
ジ
ー
ス
だ
り

?
な
く
、
女
性
の
権
相
援
得
の

リ
ン
グ
や
相
談
を
受
り
て
い

る
。
中
絶
が
A
口
底
化
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
妊
綜
足
場
合
、

女
性
が
ニ
重
の
苦
し
み
を
受
け

て
い
る
と
い
う
。
夫
の
暴
力
で

離
婚
し
た
い
と
い
う
女
性
に
復

縁
者
通
っ
た
衰
が
、
聞
に
入
っ

た
ソ
l
シ
ャ
ル
・
ワ
I
カ
1
を

撃
っ
た
と
い
う
事
件
も
起
き
て

い
る
。
君
主
庭
内
暴
力
を
取
り
締

う
。
兄
麗
売
春
に
対
し
て
は
公

.
民
の
施
設
で
喜
正
の
た
め
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て

い
る
が
「
売
春
に
走
ら
な
い
よ

う
未
然
に
防
止
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
」
。

タ
イ
政
府
の
女
性
問
題
の
取

組
み
に
つ
い
て
話
し
た
の
は
ス

パ
ラ
グ
ク
さ
ん
。
女
性
の
問
題

が
、
解
決
し
な
い
の
は
、
行
政

し
解
決
の
た
め
の
方
法
砕
槙
索

し
て
い
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
働
く
女
性

の
役
劃
と
政
界
で
の
女
性
の
地

位
に
つ
い
て
話
し
た
の
は
ア
ン

!。
ノー
-c
メ
'

タ
イ
で
も
と
の
世
界
へ
の
女

性
の
進
出
度
は
低
い
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
働
く
女
性
は
一
七
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
昇
進
の

機
会
も
少
な
く
管
理
職
に
付
く

の
は
大
変
に
難
し
い
。
し
か
も

塞
躍
を
持
つ
と
女
性
の
負
担
は

二
重
に
な
る
。

政
界
で
は
、
二
十
四
人
の
閣

僚
の
う
ち
女
性
は

一
人
。
よ
院

で
は
女
性
は
五
人
、
下
院
で
は

十
五
人
の
女
性
し
か
い
な
い
。

「
民
主
化
を
構
造
的
に
{
ワ
コ
必

要
が
あ
る
。
中
央
集
権
か
ち
地

方
分
権
、
地
方
自
治
を
大
切
に

し
、
力
を
移
{QCせ
る
と
と
。

民
士
辛
直
轄
の
組
織
造
り
が
女
性

問
題
解
決
の
キ
!
な
る
の
で
は

な
い
か
と
患
っ
」
と
語
っ
た
。

(2 ) 

貿I-IU.....
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
タ
イ
の
女

性
の
曹
5
し
」
(
主
催
u
n
財
・

国
際
婦
人
教
育
振
興
会
大
樹

齢
問
-
平
ム
百
畳
)
が
、
九
月
二
十
四

日
、
東
京
・
下
北
沢
の
北
沢
タ

?
Jホ
l
ル
で
開
か
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
同

復
興
会
が
、
ア
ジ
ア
の
女
性
リ

ー
ダ
ー
を
招
い
て
、
九
O
年
か

ち
五
か
年
計
画
で
行
っ
て
い
る

「
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
の
一

環。
今
年
は
、
タ
イ
か
色
、
ス
パ

パ
ン
・
ピ
チ
ャ
イ
ロ
ン
ナ
ロ
ン

グ
ソ
ン
グ
ラ
ム
(
回
漕
会
社
取

締
後
)
、
ス
バ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ラ

ニ
ン
(
総
理
府
女
性
問
題
圏
内

委
・
政
策
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
分
析

官
)
、
ラ
ン
シ
マ
・
リ
ン
ピ
サ

ワ
(
女
性
基
金
常
務
理
事
)
、

ア
ン
パ
・
サ
ン
テ
ィ
マ
タ
ニ
l

ド
ン
(
シ
ャ
ム
・
ポ
ス
ト
新
聞

• IKe 
アイのような育長になったファクシミリ。

フアグンミリなんてどれだって同じ、と}tl.っていたら認識

不足。‘これからこうなる九乏い切れるほどの自信作。
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最
も
深
刻
な
問
題
は
女
性
へ
の
暴
力
/

1992年 10月 30日

民
主
主
義
の
組
織
や
つ
く
り
を
す
る
こ
と
が
急
務

NEFAXの

ニューヨンセデト

{ライクアイ)

ま
る
法
律
は
な
く
、
寒
庭
内
の
担
当
者
が
男
性
で
あ
っ
て
、
女

と
と
は
讐
察
で
は
取
り
上
げ
な
性
問
題
へ
の
源
臓
が
薄
い
せ
い

い
の
だ
と
い
う
。
で
あ
る
。
男
性
た
ち
に
は
、
女

売
春
は
違
法
だ
が
、
現
実
に
性
は
一
家
の
大
黒
住
で
は
な
い

は
富
山
呑
宿
が
あ
り
、
法
律
の
抜
と
い
う
一
考
え
方
が
あ
り
開
発
プ

け
穴
を
利
用
し
て
存
在
し
て
い
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
も
女
性
は
組

る
。
鰻
涯
で
は
、
売
春
が
低
年
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

齢
句
昨
年
保
護
さ
れ
た
六
百
発
足
し
た
女
性
問
題
に
慣
す
る

が
十
六
歳
以
下
だ
っ
た
と
い
W
I
D
を
取
り
入
れ
る
よ
う
働

た
め
の
運
動
に
も
熱
心
に
活
斑

し
て
い
る
と
い
う
。

女
性
の
た
め
の
「
駆
け
込
み

寺
」
的
存
在
の
女
性
基
金
(
以

下
、
F
F
W
)
の
う
ン
シ
マ
さ

ん
は
、
タ
イ
で
愚
も
深
刻
な
問

題
が
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
で

あ
る
こ
と
だ
と
、
具
体
例
を
交

え
て
倍
し
た
。
F
F
W
は
性
的

虐
待
を
受
け
た
人
の
カ
ウ
ン
セ

い
国
だ
が
、
そ
の
一
方
、
出
稼

ぎ
女
性
た
ち
の
人
権
問
題
が
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る。
タ
イ
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
お
け

る
女
性
企
業
家
の
状
祝
に
つ
い

て
説
明
し
た
の
は
ス
パ
パ
ン
さ

ん
。
タ
イ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
階

層
の
女
性
が
何
ら
か
の
仕
事
を

レ
て
い
る
。
女
性
経
営
者
に
共

afJ 

学
児
が
多
い
の
だ
と
=一宮
う
。
問

題
解
決
の
た
め
の
情
報
提
供

や
、
出
稼
書
券
辱
め
さ
せ
る
た

め
の
話
し
合
い
、
行
政
と
協
力

児
東
労
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
組
み
に
つ
い
て
話
し
た
の
は

カ
ニ
カ
さ
ん
。
タ
イ
で
は
、
一

九
八
八
年
の
デ
1
タ
で
、
十
一

る
人
で
、
女
性
の
視
点
か
ら
の

作
者
で
は
な
く
て
・-
司」

ピ
ョ
ン
さ
ん
の
作
品
は
、
韓

国
の
烹
性
た
ち
の
寝
状
を
、
女

の
視
点
か
色
ズ
パ
リ
と
抱
い

た。
処
女
作
「
花
の
名
前
」
は
、

二
部
構
成
の
ド
ラ
マ
で
、
第
一

部
は
結
婚
し
子
供
を
育
て
な
が

ら

O
L
と
し
て
働
く
女
性
の
二

日
間
宇
掻
い
た
も
の
o
第
二
部

は
高
校
を
卒
業
し
O
L
と
な

り
、
組
合
を
作
っ
て
、
待
遇
改

替
や
差
別
の
撤
廃
に
闘
う
女
性

の
物
語
。
ニ
作
自
の
「
ウ
リ
ネ

ア
イ
ド
ゥ
ル
」
は
保
育
園
が

た
り
な
い
問
題
に
焦
点
室
の
わ

せ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
そ

れ
に
し
て
も
、
韓
国
の
女
性
た

ち
の
状
況
の
な
ん
と
日
本
に
よ

く
似
て
い
る
と
と
。
結
婚
す
る

前
は
H

僕
も
で
き
る
だ
け
家
事

を
す
る
よ
H

な
ど
と
い
っ
て
い

た
夫
は
、
出
動
の
仕
度
、
朝
食

づ
く
り
、
子
供
の
世
詰
と
、
髪

ふ
り
乱
し
て
忙
し
く
茎
D
働
く

要
に
ベ
ッ
ド
の
中
か
ち
「
新
聞

ー
」
「
水
1
」
と
注
文
。
そ
し
て
、

今
夜
、
会
社
の
同
僚
七
、
八
人

を
客
に
呼
ぶ
か
ら
と
一
方
的
に

直
言
。
そ
宏
荏
で
は
、
男
性

社
員
た
ち
は
、
女
性
社
員
た
ち

を
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ピ

!
と
り
と
こ
き
使
い
、
仕
事
の

合
聞
に
は
大
声
で
ワ
イ
談
。
書

類
作
り
に
帰
宅
が
遅
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
曹
に
、
保
育
園
が
な

い
た
め
、
宇
ど
も
の
面
倒
を
見

る
た
め
来
て
く
れ
て
い
る
勉
は

「
夫
に
恥
を
か
か
せ
た
。
塞
庭

よ
り
仕
事
が
大
切
な
認
み
ち

ー
」
と
面
罵
す
る
。
韓
国
語
の

会
話
と
日
本
語
の
字
幕
が
な
か

っ
た
色
、
日
本
の
映
画
と
思
っ

て
し
ま
い
そ
う
・
。

「
韓
国
で
も
、
三
年
前
、
企

業
の
結
婚
退
社
創
度
が
法
律
的

に
違
法
と
な
っ
て
な
く
な
り
、

以
来
、
急
速
に
共
働
き
が
ふ
え

て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
奥
性

の
意
織
は
相
変
わ
民
子
だ
し
、

保
育
所
は
少
い
し
、
共
働
き
の

女
性
は
大
変
。
」

「
お
茶
く
み
?
韓
国
で
も
働

を
あ
ま
り
知
幻
ま
せ
ん
で
し

た
。
申
経
塾
爵
に
論
議
さ
れ

る
と
ξ
ろ
に
来
て
い
ま
せ
ん
」

こ
の
映
画
を
見
で
、
韓
国
の

男
た
ち
が
ど
う
い
っ
た
か
聞
い

て
み
た
ら
、
「
H

女
が
映
画
を

作
っ
た
H

と
い
う
と
と
だ
け
が

篤
き
の
杏
つ
で
、
私
た
ち
の
い

い
た
い
内
容
は
も
う
一
つ
よ
く

わ
か
ち
な
い
さ
つ
で
し
た
」
と

い
う
答
が
か
え
っ
て
き
た
。

「
私
が
女
性
問
題
を
チ
1
7

に
す
る
の
は
、
母
の
さ
つ
な
一

生
を
送
る
の
は
イ
ヤ
。
し
か
し
、

父
の
よ
コ
に
生
き
る
の
も
よ
く

な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

韓
国
で
は
よ
」
の
積
の
映
園

の
上
映
の
場
が
な
い
の
が
周
回
国

だ
が
、
大
学
や
労
働
組
合
な
ど

全
国
二
一
白
カ
所
で
上
映
会
が
も

た
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
今
「
貨
売
春
」
に
と
り

く
む
。
済
州
島
で
の
蝿
影
は
す

で
に
終
わ
り
、
十
一
司
フ
ィ

リ
ピ
ン
ロ
ケ
の
見
通
し
も
た
つ

の
た
め
に
調
査
す
る
ま
で
、
事
た
が
、
ど
う
し
て
も
し
た
い
日

務
織
の
女
性
の
ζ
p
uた
現
実
本
取
材
の
資
金
作
り
に
悩
む
。

今
ま
で
の
作
晶
の
上
映
会
を
自
ロ
日
剛
、
同
日
剛
山
同
時
ω
分
か

本
で
開
き
、
い
く
ら
か
で
も
資
ら
「
エ
ポ
ッ
ク
ω
」
(
池
袋
メ

金
矛
民
作
り
た
い
の
が
今
回
の
来
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
ラ
ザ
印
F
)

日
の
目
的
。
「
済
州
島
に
キ
l
で
。
ト
ー
ク
・
山
中
登
美
子
(
映

セ
ン
観
光
に
来
る
自
主
人
男
性
画
評
論
家
)
あ
り
。
参
加
賀
l

の
…
数
の
多
さ
に
篤
い
た
が
、
韓
0
0
0
円
(
予
約
8
0
0
円
)

国
の
男
た
ち
も
ま
た
タ
イ
や
フ
電
話
予
約
雷
同ω
・
3
5
5b
-

ィ
リ
ピ
ン
に
買
春
に
行
く
。
そ
3
白
8
7
女
性
映
像
作
家
を

ん
な
風
土
と
女
た
試
が
身
体
を
支
え
る
会
。

売
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
待
け
な
ま

ζ
貿
売
春
大
陸
ア
ジ
ア
」

い
現
実
写
え
ぐ
り
た
い
」
制
作
費
カ
ン
パ
も
受
け
つ
り

0

0

0

中
。
い
く
ら
で
も
る
底
醤
東

「
花
の
名
前
」
「
ウ

V
予

京

9

・
7
l
O
R
4
6
「
女
性

イ
ド
ゥ
ル
」
の
上
映
会
は
U
月
映
像
製
作
者
管
支
え
る
会
」

く
女
性
た
ち
の
大
問
題
で
す
。

し
か
し
、
私
な
ど
も
と
の
映
画

アイのある会位。

韓国女性の現状描く

に
、
八
ミ
リ
映
画
を
作
っ
た
と
と

が
映
画
制
作
の
遺
に
入
っ
た
き

っ
か
け
。
撮
撃
の
技
術
は
ほ

と
ん
戸
通
学
で
習
得
し
た
。

一
九
八
八
年
、
女
性
だ
け
の

す
。
だ
か
ら
、
パ
リ
ト
が
は
じ

め
て
映
画
宇
作
っ
た
と
き
は

大
変
な
さ
わ
ぎ
に
な
り
ま
し

た
。
ふ
つ
う
は
新
し
い
映
画
が

で
き
る
と
、
話
題
に
な
る
の
は

俳
優
の
と
と
な
の
に
、
制
作
レ

た
人
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
は

じ
め
て
だ
、
な
ん
で
い
わ
れ
て

し
ま
っ
た
」
「
鞠
国
に
も
、
女

性
の
映
画
監
督
は
二
人
お
ら
れ

ま
す
。
が
、
障
薬
映
画
や
青
少

年
向
き
映
画
な
ど
を
作
っ
て
い

韓
国
の
女
性
映
像
作
家
。
二

十
六
歳
。
現
在
「
買
売
春
大
陸

ア
ジ
ア
」
(
仮
題
)
と
い
う
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
り
i
を
制
作
中
。

梨
花
女
子
大
学
の
率
業
論
文

映
画
制
作
グ
ル
ー
プ
「
パ
リ
ト
」

宇
作
り
、
劇
映
画
や
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
作
っ
た
る
そ
の
後
、

男
性
も
入
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
専
門
制
作
集
団
「
ブ
ル
ー

ン
」
#
話
成
ー
ー
。

「
韓
国
で
は
、
女
性
の
映
像

制
作
者
は
、
ま
だ
ご
く
少
数
で

「買売春大陸アジ、ア」製作中

安書~ ./、来fi-"，"

対のある会社になろう。

ビ

ョ

ン

・

ヨ

ン

・

ジ

ユ

さ

ん

国

海
外
派
兵
反
対
の
ポ
ス
タ
ー
製
作
運
動
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楊
川
ス
ミ
(
世
界
連
邦
名
面
会

長
)
さ
ん
A
J
三
十
二
人
の
女
性

が
よ
び
か
け
人
と
な
り
、
全
国

の
女
性
の
カ
ン
パ
(
一
口
二
千

円
)
で
十
一
月
中
旬
ま
で
に
ポ

ス
タ
ー
を
つ
く
り
、
全
国
に
貼

り
め
ぐ
ら
壱
つ
と
い
2
晶
画
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
上
部
に
〈
女
性

の
一
愛
ど
勇
気
で
憲
法
の
平
和
原

則
室
守
り
た
い
〉
(
案
)
と
入

れ
、
下
部
に
憲
法
九
条
の
条
文
。

中
央
の
部
分
に
、
質
問
者
の
名

を
小
さ
な
活
字
で
ぎ
っ
し
り
い

れ
る
予
定
。
よ
び
か
け
人
た
ち

は
、
グ
国
際
貢
献
d
を
口
実
に
、

自
横
隊
を
海
外
派
兵
さ
せ
る
と

と
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。
全
女

性
の
平
和
へ
の
熱
い
思
い
を
貢

ね
、
輪
を
広
げ
よ
う
と
よ
び
か

け
て
い
る
。

ア
ピ
ー
ル
質
問
者
は
一
口
一
一

自
衛
隊
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
出
兵
千
円
を
援
笥
で
(
表
面
に
名
前

が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
と
H
ふ
り
が
な
つ
き
で
H
、
肩
・

ん
な
と
き
こ
そ
女
性
た
ち
の
連
き
を
入
れ
る
)
送
れ
ば
い
い
。

名
で
、
憲
法
の
平
和
原
則
を
守
郵
便
巌
嘗
・
東
京
3
・
7
1
0

ろ
う
、
海
外
派
兵
反
対
の
ポ
ス
2
1
6
「
海
外
派
兵
反
対
、

タ
l
を
製
作
し
、
大
キ
ャ
ン
ベ
憲
法
の
平
和
原
則
を
す
也
女
性

1
ン
を
お
と
そ
う
と
い
う
運
動
連
笠
宮
」
問
合
せ
宮
ω
・
3

が

お

こ

っ

て

い

る

。

2

Q

5

・

2

8

1
(
新
日
本

浅
利
香
樟
代
(
俳
優
)
、
石
婦
人
の
会
気
付
)
。

壇
画
世
子
(
評
論
家
)
、
一
番
ケ

瀬
康
子
(
日
本
女
子
大
教
授
〕
、

小
川
献
子
(
棋
士
)
、
住
井
す

ゑ
(
咋
家
)
、
春
日
章
子
(
元
・

京
都
府
守
夫
教
授
)
、
長
岡
輝

夫
俳
優
)
、
=
涌
綾
子
〈
生
家
)
、

釜~

女性たちの連名で

基

②ウィングレス
+ 

オールフロントアクセス
置き場所で差をつける

憲法の平和原則守ろう

圭

至

芸

= 
三三

三三

芸

至
芸

至

芸

呈

= 

童

三
芸

三三

重

喜

三ささ

三

三

三
三三

三三

喜

= 
喜

三
芸

圭

= 
圭

芸

三三

三

= 
主主

三三

喜

三三

三
三主

宰

呈

= 
三三

三喜

三三

喜

= 
三三

= 
-
Z 

三
三三

吾妻

= 
芸

三
三吾

芸

= 
三
= 
三
三三

-

雲
-

(
公
明
、
整
官
、
要
事
機
続
)

の
共
同
法
案
と
し
て
「
O
D
A

基
本
法
要
綱
」
が
昨
年
五
月
、

発
表
さ
れ
た
。

一
方
自
民
売
も
、
昨
年
四
月

に
「
O
D
A
四
指
針
」
を
、
こ

の
六
月
に
大
綱
を
発
表
し
た

が
、
内
容
は
、
中
西
さ
ん
た
ち

経
済
企
画
庁
が
O
D
A
の
総
合

調
態
を
す
る
と
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
は
、
予
算
を
探
聞

っ
て
い
る
。

こ
の
法
案
は
、
機
員
立
法
で

あ
り
な
が
ら
、
約
三
年
半
、
継

続
審
穏
と
な
っ
た
。
国
際
開
発

協
力
に
関
し
て
、
包
括
的
な
も

の
が
提
面
さ
れ
た
の
が
初
め
て

と
い
う
と
と
も
あ
っ
て
、
野
党

の
賛
成
を
得
た
か
ら
だ
。

を
出
さ
ず
、
こ
の
事
件
は
未
解

明
に
終
わ
っ
た
。
が
、
要
調
主

義
を
握
り
か
ざ
し
、
環
境
破
担
、

民
衆
の
生
活
基
盤
、
基
本
的
人

権
ま
で
一
号
う
さ
つ
な
百
本
の
O

D
A
の
あ
り
方
に
、

一
石
宇
授

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
西
さ

ん
の
出
し
た
法
案
に
は
、
経
済

は
っ
き
り
分
か
る
は
ず
が
な

く
、
『
顔
の
な
い
援
助
』
と
君

わ
れ
る
の
も
つ
な
ず
目
る
。

「
国
会
に
は
予
算
と
と
も
に

計
画
#
旧
さ
せ
る
。
針
画
は
国

会
の
承
留
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
う
い
う
内
容
で
な
く
て

は
な
り
ま
学
ん
。
政
府
の
大
綱

は
、
あ
く
ま
で
も
大
綱
で
あ
っ

て
、
な
ん
民
話
的
拘
束
力
#
薄

つ
も
の
で
は
な
い
の
で
す
」

世
界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
本
の
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O
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D
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わ
る
と
と
、
そ
れ
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。
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O
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、
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O
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糊
一
助
行
政
の
一
元
化
が
何
よ
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型
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追
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。
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O
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西
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西
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O
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O
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西
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験
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、
政
府
は
一
切
の
資
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到のない会社。

援
助
行
政
を
ひ
と
つ
に
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西
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込
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検
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踏
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績
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あなたのそばに、生命保陵。

iL生命保険協会
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壬~

本当の申とりって何だろう。本当の置かき勺て何だろう。人生をしっかり考えていきたい、

そんなB制匂ニなってきました。そして生命保険は明日のあなたを支える力です.

生命僻世針土では、終身保験、個人年創轍.介護?轍医療情的ど.あなたの暮ιしの
hとなる、さまざまなタイプの生命保険をご用意しています.ご相誕〈ださい。あなたの今日

そして明日。生活設計叩専門家が、あなたに最適な生命f結晶プランをお届けします。

安心と暮らしていこう。
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M
g
岩

波
セ
ミ
ナ
ー
ル
1
ム
(
岩
頭
ブ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
A
6
F
〉
4
E
R
6
0
0

円
(
金
属
R
H
υ
D
円
〉
、
ー
自
1

7
0
0
円
(
問
i
b
o
o
向
)
申

込
み
日
本
ジ
ャ
l
ナ
リ
ス
よ
議

官
ω
・q
明
白
1
・
6
4
7
5

・
H
・
6
晴
人
組
行
動

自
白
幽
早
朝
川
宣
言
存
動
、
午
前

日
争
堕
支
擾
抗
職
要
問
符
動
、
午
睡

H
都
庁
省
庁
要
輔
行
動
、
夜
H
交

開
会
問
合
せ
岡
由
主
付
委
世
間
-

q
E
u
i
δ
・6
4
8
l
(
車
京
労
連

噛
懲
E

内
)

-
眠
薗
「
ぼ
く
ら
の
七
日
開
戦
争

2
」
白
山
崎
槽
ヰ
陸
曹
を
か
こ
九
で

6
日
幽
同
時
せ
た
が
や
女
性
セ

ン
タ
ー
主
ら
丈
下
北
沢
原
発
、

北
開
タ
ウ
ン
ホ
i
ル
内
)
短
嗣
3

本多

τ~眠
、
フ
リ
l
ト
I
ク
も
無

料
配
児
省
主
謹
白
と
ろ
い
ぽ
っ

と
間
由
せ
T

楳
崎
宮
田
・
3
4
3

9
・

j
-
勢
。
回
女
性
学
八
儲
壁

7
臼
i
m
日
毎
土
咽
叩
時
昭
和

大牢
1
骨
阻
7
階
第

2
視
聴
覚
窒

テ
!
?
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク

ラ
1
7
ト
と
そ
の
世
界
閉
師
白

井
舟
子

(
T葉
県
立
構
生
短
大
教

11 

月

-
四
つ
の
死
亡
時
剖
・
大
阪
脳
死

一
事
描
轍
人
事
件
の
車
相
務
が
h
b
金巾

一民
の
つ
ど
い

一
3
日
闘
は
時
国
労
大
阪
合
間

正
一

(
J
R
天
満
宇
唱
)
清
水
昭
貴
(
一
司

註
一
匝
大
医
掴
短
大
助
教
号
、
楠
岡
剛

由
一
子
(
看
護
婦
)
、
近
瞳
亭
(
脳
外
科
医
)

重
一
ほ
か
キ
彊
・
脳
死
『
差
に
反
対
す

〈
一
る
聞
西
市
民
m
Z
E
浬
枯
先
帽
岡

ヨ
一
世
伺
-
a

B

-7

2

6

E
一
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の
警
告
レ

訂

正
巌
貴
献
の
あ
り
方

ト
一

5
臼
州
市
時
罪
国
労
会
館
B

F
一2
F
(
J
R
車
京
駅
八
重
刑
南
口
下

E
一
串
〉
問
師
問
問
路
矢
(
J
V
C

41一
カ
ン
ボ
ジ
ア
話
劃
翌
コ
)
、
ト
シ
軌

勾
一
事
(
ピ
l
ス
・
宅

ト

・
ニ
ュ
ー
ス

2
一
嗣
蝿
き
蜘
門
主
値
i
大
竹
町

9
一国
語
2
7
2
・
3
0
目
白

9
一
・
働
く
女
性
の
た
め
の
問
書

1

5
日
時
時
望
日
聖
女
性

一情
帽
セ
ン
タ
ー
「
セ
ク
ハ
ラ
事
件

一の
主
役
た
ち
l
労
働
相
臨
窓
円
か

一ら
」
金
子
聴
亘
(
都
労
働
経
済
周
〉

一無料

申
込
み
・
問
合
せ
「
同
セ
ン

一
タ
l
E
m
-
民千
つ

T
・
8
B
t
o

-
-
J
C
J
連
隅
セ
ミ
ナ

「
ど
っ

一
な
る
と
つ
す
る
こ
の
日
本
/
l
!泡

一
腐
れ
状
況
#
漂
層
か
品
パ骨折」

一

5
日
同
佐
川
疑
献
と
は
何
か
間

一当
記
者
の
閉
材
マ
ル
脳
ノ
ト
か
ち

j
一
(
現
場
記
者
)
Vロ
日
同
職
能
責
任

L
と
い
う
考
え
方
(
問
要
教
揖
・
大

+
小
京
き
く

戎
呼
吸
L

7
、

伸
、
球
町
全

民

ヒ

い，

t
ょ
に

た
く
才
人

え

E
E

te
い
こ
屯
・
フ

障と又さ<0を洛こ
。鴎さ〈らフロタクンヨン

、え

い

，

Hい
こ二〉

~ヘ
f、、、

n月は、

素
敵
な
生
き
が
い

大
き
な
安
心

暮
ら
し
い
き
い
き

生
命
保
険

生
命
保
険
の
棟
簡
易
集
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
虜
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
.
厳
正
芯
遭
考
の
錆
集
量
優
秀
賞
依

謹
賀
県
の
小
門
昼
夜
子
ム
守
ん
の
作
品
『
暴
動
鳳
芯
笠
き
が
い
大
き
恕
安

心
・
ら
し
い
き
い
き
笠
命
保
陵
』
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
.

ま
た
、
優
秀
賞
に
菖
ば
れ
た
方
は
下
配
の
皆
さ
ま
で
す
・

茨
減
.
県
県
.
蛤
綜
俳
と
も
み
/
.
寮
県
煎
a認
働
"
芥
貯
上
三
+
夫
犬
.
畏
里
ハ
合
川
寛
子
.
山
倉
.
量
鳳
岨
舞
完
.
山
筒
直
.
奨
実
/
畏
野
.
県
照
... 周姻"切

久.奨穴-ゆ
.. 周仁
浮
子
/
般
.
.
 照需-抽縛何谷マ"ザ，子/=三一
.
.
 鰻照小鈴綿骨.秀方失/滋.恒晒
a蝿環官窓串函秀姐.噂/察.

府
.
角
図
冒
子
/
大
匝
府• 

.
 
嘱
照
.
飽
留
節
即
園
広
/
.
陶
照
.
濁
口
裕
二
/
大
分
.
卿m
足立安町/2崎.鋼照平図霊秀方.窟.(幽厳啄祢陪}佳作

閣
点
に
つ
い
て
隠
唱
買
am
の
免
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ
ぜ
て
い
た
だ
き
ま
す
・

生
命
保
険
の

標
語
が

決
ま
り
ま
し
た
。

き
か
け
、
現
在
で
は
六
つ
の
省

庁
が
女
性
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
子
供
の

ヱ
2
D
白
人
に
一
人
が
労
働
市
場

に
返
り
込
ま
れ
て
お
り
、
来
就

記
者
)
、
カ
ニ
カ
・
ク
ワ
ン
ナ

リ
l
(
児
童
開
発
基
金
・
児
重

労
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
)
さ
ん
の
五
人
を
曲
目

き
、
タ
イ
の
女
性
の
問
題
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
は
、
山
口
員
さ
ん
(
概

通
経
済
大
学
教
授
)
。

タ
イ
は
、
古
く
か
ら
日
本
と

の
交
流
が
あ
り
、
な
じ
み
の
深

通
す
る
背
景
は
、
い
わ
ゆ
る
H
家

業
H

を
継
い
で
い
る
と
い
う
と

と
。
同
一
国
は
大
家
族
制
な
の
で
、

共
穆
ぎ
は
可
能
。
子
供
は
、
誰

か
が
面
倒
を
見
る
し
、
家
事
は
、

お
手
伝
い
さ
ん
が
手
頃
な
値
段

(
月
に
百
ド
ル
ー
一
一
百
ド
ル
)

で
麗
え
る
。
そ
し
て
、
女
性
経

嘗
者
た
ち
は
、
ビ
ジ
ー
ス
だ
り

?
な
く
、
女
性
の
権
相
援
得
の

リ
ン
グ
や
相
談
を
受
り
て
い

る
。
中
絶
が
A
口
底
化
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
妊
綜
足
場
合
、

女
性
が
ニ
重
の
苦
し
み
を
受
け

て
い
る
と
い
う
。
夫
の
暴
力
で

離
婚
し
た
い
と
い
う
女
性
に
復

縁
者
通
っ
た
衰
が
、
聞
に
入
っ

た
ソ
l
シ
ャ
ル
・
ワ
I
カ
1
を

撃
っ
た
と
い
う
事
件
も
起
き
て

い
る
。
君
主
庭
内
暴
力
を
取
り
締

う
。
兄
麗
売
春
に
対
し
て
は
公

.
民
の
施
設
で
喜
正
の
た
め
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て

い
る
が
「
売
春
に
走
ら
な
い
よ

う
未
然
に
防
止
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
」
。

タ
イ
政
府
の
女
性
問
題
の
取

組
み
に
つ
い
て
話
し
た
の
は
ス

パ
ラ
グ
ク
さ
ん
。
女
性
の
問
題

が
、
解
決
し
な
い
の
は
、
行
政

し
解
決
の
た
め
の
方
法
砕
槙
索

し
て
い
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
働
く
女
性

の
役
劃
と
政
界
で
の
女
性
の
地

位
に
つ
い
て
話
し
た
の
は
ア
ン

!。
ノー
-c
メ
'

タ
イ
で
も
と
の
世
界
へ
の
女

性
の
進
出
度
は
低
い
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
働
く
女
性
は
一
七
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
昇
進
の

機
会
も
少
な
く
管
理
職
に
付
く

の
は
大
変
に
難
し
い
。
し
か
も

塞
躍
を
持
つ
と
女
性
の
負
担
は

二
重
に
な
る
。

政
界
で
は
、
二
十
四
人
の
閣

僚
の
う
ち
女
性
は

一
人
。
よ
院

で
は
女
性
は
五
人
、
下
院
で
は

十
五
人
の
女
性
し
か
い
な
い
。

「
民
主
化
を
構
造
的
に
{
ワ
コ
必

要
が
あ
る
。
中
央
集
権
か
ち
地

方
分
権
、
地
方
自
治
を
大
切
に

し
、
力
を
移
{QCせ
る
と
と
。

民
士
辛
直
轄
の
組
織
造
り
が
女
性

問
題
解
決
の
キ
!
な
る
の
で
は

な
い
か
と
患
っ
」
と
語
っ
た
。

(2 ) 

貿I-IU.....
・・・A・鴫圃 10-l・
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
タ
イ
の
女

性
の
曹
5
し
」
(
主
催
u
n
財
・

国
際
婦
人
教
育
振
興
会
大
樹

齢
問
-
平
ム
百
畳
)
が
、
九
月
二
十
四

日
、
東
京
・
下
北
沢
の
北
沢
タ

?
Jホ
l
ル
で
開
か
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
同

復
興
会
が
、
ア
ジ
ア
の
女
性
リ

ー
ダ
ー
を
招
い
て
、
九
O
年
か

ち
五
か
年
計
画
で
行
っ
て
い
る

「
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
の
一

環。
今
年
は
、
タ
イ
か
色
、
ス
パ

パ
ン
・
ピ
チ
ャ
イ
ロ
ン
ナ
ロ
ン

グ
ソ
ン
グ
ラ
ム
(
回
漕
会
社
取

締
後
)
、
ス
バ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ラ

ニ
ン
(
総
理
府
女
性
問
題
圏
内

委
・
政
策
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
分
析

官
)
、
ラ
ン
シ
マ
・
リ
ン
ピ
サ

ワ
(
女
性
基
金
常
務
理
事
)
、

ア
ン
パ
・
サ
ン
テ
ィ
マ
タ
ニ
l

ド
ン
(
シ
ャ
ム
・
ポ
ス
ト
新
聞

• IKe 
アイのような育長になったファクシミリ。

フアグンミリなんてどれだって同じ、と}tl.っていたら認識
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最
も
深
刻
な
問
題
は
女
性
へ
の
暴
力
/

1992年 10月 30日

民
主
主
義
の
組
織
や
つ
く
り
を
す
る
こ
と
が
急
務

NEFAXの

ニューヨンセデト

{ライクアイ)

ま
る
法
律
は
な
く
、
寒
庭
内
の
担
当
者
が
男
性
で
あ
っ
て
、
女

と
と
は
讐
察
で
は
取
り
上
げ
な
性
問
題
へ
の
源
臓
が
薄
い
せ
い

い
の
だ
と
い
う
。
で
あ
る
。
男
性
た
ち
に
は
、
女

売
春
は
違
法
だ
が
、
現
実
に
性
は
一
家
の
大
黒
住
で
は
な
い

は
富
山
呑
宿
が
あ
り
、
法
律
の
抜
と
い
う
一
考
え
方
が
あ
り
開
発
プ

け
穴
を
利
用
し
て
存
在
し
て
い
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
も
女
性
は
組

る
。
鰻
涯
で
は
、
売
春
が
低
年
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

齢
句
昨
年
保
護
さ
れ
た
六
百
発
足
し
た
女
性
問
題
に
慣
す
る

が
十
六
歳
以
下
だ
っ
た
と
い
W
I
D
を
取
り
入
れ
る
よ
う
働

た
め
の
運
動
に
も
熱
心
に
活
斑

し
て
い
る
と
い
う
。

女
性
の
た
め
の
「
駆
け
込
み

寺
」
的
存
在
の
女
性
基
金
(
以

下
、
F
F
W
)
の
う
ン
シ
マ
さ

ん
は
、
タ
イ
で
愚
も
深
刻
な
問

題
が
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
で

あ
る
こ
と
だ
と
、
具
体
例
を
交

え
て
倍
し
た
。
F
F
W
は
性
的

虐
待
を
受
け
た
人
の
カ
ウ
ン
セ

い
国
だ
が
、
そ
の
一
方
、
出
稼

ぎ
女
性
た
ち
の
人
権
問
題
が
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る。
タ
イ
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
お
け

る
女
性
企
業
家
の
状
祝
に
つ
い

て
説
明
し
た
の
は
ス
パ
パ
ン
さ

ん
。
タ
イ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
階

層
の
女
性
が
何
ら
か
の
仕
事
を

レ
て
い
る
。
女
性
経
営
者
に
共

afJ 

学
児
が
多
い
の
だ
と
=一宮
う
。
問

題
解
決
の
た
め
の
情
報
提
供

や
、
出
稼
書
券
辱
め
さ
せ
る
た

め
の
話
し
合
い
、
行
政
と
協
力

児
東
労
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
組
み
に
つ
い
て
話
し
た
の
は

カ
ニ
カ
さ
ん
。
タ
イ
で
は
、
一

九
八
八
年
の
デ
1
タ
で
、
十
一

る
人
で
、
女
性
の
視
点
か
ら
の

作
者
で
は
な
く
て
・-
司」

ピ
ョ
ン
さ
ん
の
作
品
は
、
韓

国
の
烹
性
た
ち
の
寝
状
を
、
女

の
視
点
か
色
ズ
パ
リ
と
抱
い

た。
処
女
作
「
花
の
名
前
」
は
、

二
部
構
成
の
ド
ラ
マ
で
、
第
一

部
は
結
婚
し
子
供
を
育
て
な
が

ら

O
L
と
し
て
働
く
女
性
の
二

日
間
宇
掻
い
た
も
の
o
第
二
部

は
高
校
を
卒
業
し
O
L
と
な

り
、
組
合
を
作
っ
て
、
待
遇
改

替
や
差
別
の
撤
廃
に
闘
う
女
性

の
物
語
。
ニ
作
自
の
「
ウ
リ
ネ

ア
イ
ド
ゥ
ル
」
は
保
育
園
が

た
り
な
い
問
題
に
焦
点
室
の
わ

せ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
そ

れ
に
し
て
も
、
韓
国
の
女
性
た

ち
の
状
況
の
な
ん
と
日
本
に
よ

く
似
て
い
る
と
と
。
結
婚
す
る

前
は
H

僕
も
で
き
る
だ
け
家
事

を
す
る
よ
H

な
ど
と
い
っ
て
い

た
夫
は
、
出
動
の
仕
度
、
朝
食

づ
く
り
、
子
供
の
世
詰
と
、
髪

ふ
り
乱
し
て
忙
し
く
茎
D
働
く

要
に
ベ
ッ
ド
の
中
か
ち
「
新
聞

ー
」
「
水
1
」
と
注
文
。
そ
し
て
、

今
夜
、
会
社
の
同
僚
七
、
八
人

を
客
に
呼
ぶ
か
ら
と
一
方
的
に

直
言
。
そ
宏
荏
で
は
、
男
性

社
員
た
ち
は
、
女
性
社
員
た
ち

を
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ピ

!
と
り
と
こ
き
使
い
、
仕
事
の

合
聞
に
は
大
声
で
ワ
イ
談
。
書

類
作
り
に
帰
宅
が
遅
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
曹
に
、
保
育
園
が
な

い
た
め
、
宇
ど
も
の
面
倒
を
見

る
た
め
来
て
く
れ
て
い
る
勉
は

「
夫
に
恥
を
か
か
せ
た
。
塞
庭

よ
り
仕
事
が
大
切
な
認
み
ち

ー
」
と
面
罵
す
る
。
韓
国
語
の

会
話
と
日
本
語
の
字
幕
が
な
か

っ
た
色
、
日
本
の
映
画
と
思
っ

て
し
ま
い
そ
う
・
。

「
韓
国
で
も
、
三
年
前
、
企

業
の
結
婚
退
社
創
度
が
法
律
的

に
違
法
と
な
っ
て
な
く
な
り
、

以
来
、
急
速
に
共
働
き
が
ふ
え

て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
奥
性

の
意
織
は
相
変
わ
民
子
だ
し
、

保
育
所
は
少
い
し
、
共
働
き
の

女
性
は
大
変
。
」

「
お
茶
く
み
?
韓
国
で
も
働

を
あ
ま
り
知
幻
ま
せ
ん
で
し

た
。
申
経
塾
爵
に
論
議
さ
れ

る
と
ξ
ろ
に
来
て
い
ま
せ
ん
」

こ
の
映
画
を
見
で
、
韓
国
の

男
た
ち
が
ど
う
い
っ
た
か
聞
い

て
み
た
ら
、
「
H

女
が
映
画
を

作
っ
た
H

と
い
う
と
と
だ
け
が

篤
き
の
杏
つ
で
、
私
た
ち
の
い

い
た
い
内
容
は
も
う
一
つ
よ
く

わ
か
ち
な
い
さ
つ
で
し
た
」
と

い
う
答
が
か
え
っ
て
き
た
。

「
私
が
女
性
問
題
を
チ
1
7

に
す
る
の
は
、
母
の
さ
つ
な
一

生
を
送
る
の
は
イ
ヤ
。
し
か
し
、

父
の
よ
コ
に
生
き
る
の
も
よ
く

な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

韓
国
で
は
よ
」
の
積
の
映
園

の
上
映
の
場
が
な
い
の
が
周
回
国

だ
が
、
大
学
や
労
働
組
合
な
ど

全
国
二
一
白
カ
所
で
上
映
会
が
も

た
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
今
「
貨
売
春
」
に
と
り

く
む
。
済
州
島
で
の
蝿
影
は
す

で
に
終
わ
り
、
十
一
司
フ
ィ

リ
ピ
ン
ロ
ケ
の
見
通
し
も
た
つ

の
た
め
に
調
査
す
る
ま
で
、
事
た
が
、
ど
う
し
て
も
し
た
い
日

務
織
の
女
性
の
ζ
p
uた
現
実
本
取
材
の
資
金
作
り
に
悩
む
。

今
ま
で
の
作
晶
の
上
映
会
を
自
ロ
日
剛
、
同
日
剛
山
同
時
ω
分
か

本
で
開
き
、
い
く
ら
か
で
も
資
ら
「
エ
ポ
ッ
ク
ω
」
(
池
袋
メ

金
矛
民
作
り
た
い
の
が
今
回
の
来
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
ラ
ザ
印
F
)

日
の
目
的
。
「
済
州
島
に
キ
l
で
。
ト
ー
ク
・
山
中
登
美
子
(
映

セ
ン
観
光
に
来
る
自
主
人
男
性
画
評
論
家
)
あ
り
。
参
加
賀
l

の
…
数
の
多
さ
に
篤
い
た
が
、
韓
0
0
0
円
(
予
約
8
0
0
円
)

国
の
男
た
ち
も
ま
た
タ
イ
や
フ
電
話
予
約
雷
同ω
・
3
5
5b
-

ィ
リ
ピ
ン
に
買
春
に
行
く
。
そ
3
白
8
7
女
性
映
像
作
家
を

ん
な
風
土
と
女
た
試
が
身
体
を
支
え
る
会
。

売
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
待
け
な
ま

ζ
貿
売
春
大
陸
ア
ジ
ア
」

い
現
実
写
え
ぐ
り
た
い
」
制
作
費
カ
ン
パ
も
受
け
つ
り

0

0

0

中
。
い
く
ら
で
も
る
底
醤
東

「
花
の
名
前
」
「
ウ

V
予

京

9

・
7
l
O
R
4
6
「
女
性

イ
ド
ゥ
ル
」
の
上
映
会
は
U
月
映
像
製
作
者
管
支
え
る
会
」

く
女
性
た
ち
の
大
問
題
で
す
。

し
か
し
、
私
な
ど
も
と
の
映
画

アイのある会位。

韓国女性の現状描く

に
、
八
ミ
リ
映
画
を
作
っ
た
と
と

が
映
画
制
作
の
遺
に
入
っ
た
き

っ
か
け
。
撮
撃
の
技
術
は
ほ

と
ん
戸
通
学
で
習
得
し
た
。

一
九
八
八
年
、
女
性
だ
け
の

す
。
だ
か
ら
、
パ
リ
ト
が
は
じ

め
て
映
画
宇
作
っ
た
と
き
は

大
変
な
さ
わ
ぎ
に
な
り
ま
し

た
。
ふ
つ
う
は
新
し
い
映
画
が

で
き
る
と
、
話
題
に
な
る
の
は

俳
優
の
と
と
な
の
に
、
制
作
レ

た
人
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
は

じ
め
て
だ
、
な
ん
で
い
わ
れ
て

し
ま
っ
た
」
「
鞠
国
に
も
、
女

性
の
映
画
監
督
は
二
人
お
ら
れ

ま
す
。
が
、
障
薬
映
画
や
青
少

年
向
き
映
画
な
ど
を
作
っ
て
い

韓
国
の
女
性
映
像
作
家
。
二

十
六
歳
。
現
在
「
買
売
春
大
陸

ア
ジ
ア
」
(
仮
題
)
と
い
う
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
り
i
を
制
作
中
。

梨
花
女
子
大
学
の
率
業
論
文

映
画
制
作
グ
ル
ー
プ
「
パ
リ
ト
」

宇
作
り
、
劇
映
画
や
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
作
っ
た
る
そ
の
後
、

男
性
も
入
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
専
門
制
作
集
団
「
ブ
ル
ー

ン
」
#
話
成
ー
ー
。

「
韓
国
で
は
、
女
性
の
映
像

制
作
者
は
、
ま
だ
ご
く
少
数
で

「買売春大陸アジ、ア」製作中

安書~ ./、来fi-"，"

対のある会社になろう。

ビ

ョ

ン

・

ヨ

ン

・

ジ

ユ

さ

ん

国

海
外
派
兵
反
対
の
ポ
ス
タ
ー
製
作
運
動

①レーザ省通紙
+ 
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クイックメモリ送信
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楊
川
ス
ミ
(
世
界
連
邦
名
面
会

長
)
さ
ん
A
J
三
十
二
人
の
女
性

が
よ
び
か
け
人
と
な
り
、
全
国

の
女
性
の
カ
ン
パ
(
一
口
二
千

円
)
で
十
一
月
中
旬
ま
で
に
ポ

ス
タ
ー
を
つ
く
り
、
全
国
に
貼

り
め
ぐ
ら
壱
つ
と
い
2
晶
画
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
上
部
に
〈
女
性

の
一
愛
ど
勇
気
で
憲
法
の
平
和
原

則
室
守
り
た
い
〉
(
案
)
と
入

れ
、
下
部
に
憲
法
九
条
の
条
文
。

中
央
の
部
分
に
、
質
問
者
の
名

を
小
さ
な
活
字
で
ぎ
っ
し
り
い

れ
る
予
定
。
よ
び
か
け
人
た
ち

は
、
グ
国
際
貢
献
d
を
口
実
に
、

自
横
隊
を
海
外
派
兵
さ
せ
る
と

と
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。
全
女

性
の
平
和
へ
の
熱
い
思
い
を
貢

ね
、
輪
を
広
げ
よ
う
と
よ
び
か

け
て
い
る
。

ア
ピ
ー
ル
質
問
者
は
一
口
一
一

自
衛
隊
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
出
兵
千
円
を
援
笥
で
(
表
面
に
名
前

が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
と
H
ふ
り
が
な
つ
き
で
H
、
肩
・

ん
な
と
き
こ
そ
女
性
た
ち
の
連
き
を
入
れ
る
)
送
れ
ば
い
い
。

名
で
、
憲
法
の
平
和
原
則
を
守
郵
便
巌
嘗
・
東
京
3
・
7
1
0

ろ
う
、
海
外
派
兵
反
対
の
ポ
ス
2
1
6
「
海
外
派
兵
反
対
、

タ
l
を
製
作
し
、
大
キ
ャ
ン
ベ
憲
法
の
平
和
原
則
を
す
也
女
性

1
ン
を
お
と
そ
う
と
い
う
運
動
連
笠
宮
」
問
合
せ
宮
ω
・
3

が

お

こ

っ

て

い

る

。

2

Q

5

・

2

8

1
(
新
日
本

浅
利
香
樟
代
(
俳
優
)
、
石
婦
人
の
会
気
付
)
。

壇
画
世
子
(
評
論
家
)
、
一
番
ケ

瀬
康
子
(
日
本
女
子
大
教
授
〕
、

小
川
献
子
(
棋
士
)
、
住
井
す

ゑ
(
咋
家
)
、
春
日
章
子
(
元
・

京
都
府
守
夫
教
授
)
、
長
岡
輝

夫
俳
優
)
、
=
涌
綾
子
〈
生
家
)
、

釜~

女性たちの連名で

基

②ウィングレス
+ 

オールフロントアクセス
置き場所で差をつける

憲法の平和原則守ろう

圭

至

芸

= 
三三

三三

芸

至
芸

至

芸

呈

= 

童

三
芸

三三

重

喜

三ささ

三

三

三
三三

三三

喜

= 
喜

三
芸

圭

= 
圭

芸

三三

三

= 
主主

三三

喜

三三

三
三主

宰

呈

= 
三三

三喜

三三

喜

= 
三三

= 
-
Z 

三
三三

吾妻

= 
芸

三
三吾

芸

= 
三
= 
三
三三

-

雲
-

(
公
明
、
整
官
、
要
事
機
続
)

の
共
同
法
案
と
し
て
「
O
D
A

基
本
法
要
綱
」
が
昨
年
五
月
、

発
表
さ
れ
た
。

一
方
自
民
売
も
、
昨
年
四
月

に
「
O
D
A
四
指
針
」
を
、
こ

の
六
月
に
大
綱
を
発
表
し
た

が
、
内
容
は
、
中
西
さ
ん
た
ち

経
済
企
画
庁
が
O
D
A
の
総
合

調
態
を
す
る
と
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
は
、
予
算
を
探
聞

っ
て
い
る
。

こ
の
法
案
は
、
機
員
立
法
で

あ
り
な
が
ら
、
約
三
年
半
、
継

続
審
穏
と
な
っ
た
。
国
際
開
発

協
力
に
関
し
て
、
包
括
的
な
も

の
が
提
面
さ
れ
た
の
が
初
め
て

と
い
う
と
と
も
あ
っ
て
、
野
党

の
賛
成
を
得
た
か
ら
だ
。

を
出
さ
ず
、
こ
の
事
件
は
未
解

明
に
終
わ
っ
た
。
が
、
要
調
主

義
を
握
り
か
ざ
し
、
環
境
破
担
、

民
衆
の
生
活
基
盤
、
基
本
的
人

権
ま
で
一
号
う
さ
つ
な
百
本
の
O

D
A
の
あ
り
方
に
、

一
石
宇
授

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
西
さ

ん
の
出
し
た
法
案
に
は
、
経
済

は
っ
き
り
分
か
る
は
ず
が
な

く
、
『
顔
の
な
い
援
助
』
と
君

わ
れ
る
の
も
つ
な
ず
目
る
。

「
国
会
に
は
予
算
と
と
も
に

計
画
#
旧
さ
せ
る
。
針
画
は
国

会
の
承
留
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
う
い
う
内
容
で
な
く
て

は
な
り
ま
学
ん
。
政
府
の
大
綱

は
、
あ
く
ま
で
も
大
綱
で
あ
っ

て
、
な
ん
民
話
的
拘
束
力
#
薄

つ
も
の
で
は
な
い
の
で
す
」

世
界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
本
の
国
民
が
納
得
で
き
る
形

の
O
D
A
に
す
る
に
は
、
O
D

A
に
関
す
る
情
報
が
、
も
っ
と

ク
リ
ア
に
伝
わ
る
と
と
、
そ
れ

に
は
、
専
門
機
関
の
霞
置
亭
き

め
た
法
律
の
制
定
が
不
可
欠
な

の
だ
が
・
。

「
そ
れ
に
は
、
世
論
の
盛
り

上
げ
が
絶
対
に
必
要
で
す
ね
。

あ
き
ら
め
な
い
で
、
頑
張
民
忘

り
れ
ば
」
。

“
ブ
ン
取
的
f
合
戦
に
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
だ
。
各
省
庁
が

思
い
思
い
の
O
D
A
宇
す
る
一
。

=13= 

「
現
在
十
八
省
庁
に
分
か
れ
る
o
昨
年
、
「
国
連
ハ
ピ
タ
ッ

i

て
行
わ
れ
て
い
る
O
D
A
を
、
ト
賞
」
を
白
本
人
と
し
て
は
初

阿
総
合
謁
整
す
る
た
め
に
は
、
捜
め
て
一露
。
日
本
の
O
D
A
の

糊
一
助
行
政
の
一
元
化
が
何
よ
り
も
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
国
際
的

型
必
要
で
す
」

な

視

野

に

た

っ

て

鋭

く

追

求

珊
一
参
議
院
議
員
に
な
っ
て
以
来
し
て
い
る
。

型

国
会
で
、
一
貫
し
て
O
D
A
に
日
本
政
府
は
今
歪
ハ
月
の
閣

J

関
す
る
発
言
を
し
て
き
た
中
西
識
で
、
「
政
府
開
発
援
助
大
綱
」

一珠
子
さ
ん
(
公
・
国
)
は
、
日
を
決
定
し
た
が
、
中
西
さ
ん
が
、

一本
の
O
D
A
が
査
当
の
国
際
貢
国
会
の
一
場
に
「
国
際
開
発
協
力

一献
と
し
て
評
価
『
れ
る
内
容
に
甚
去
法
案
を
提
出
し
た
の
は
、

一す
る
に
は
、
O
D
A
の
原
則
・
一
九
八
七
年
の
と
と
だ
。

一
理
素
与
実
施
さ
せ
る
総
合
調
整
当
時
、
日
本
の
O
D
A
は
商

一夜
と
し
て
の
独
立
省
庁
が
必
要
社
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の

一だ

と

説

く

。

利

権

の

巣

と

化

し

て

い

た

。

o

一

中
西
さ
ん
は
、
I
L
O
(
国
D
A
に
関
す
る
圏
内
で
の
汚
織

一際
労
働
機
関
)
に
長
く
勤
め
た
と
マ
ル
コ
ス
疑
惑
。
国
会
に

一経
験
を
温
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
蚕
員
会
が
で
き
遁
求
し
た

一活
動
を
展
開
、
国
際
感
覚
す
ぐ
が
、
『
外
交
秘
謹
『
企
業
秘
密
』

一れ
た
職
員
と
し
て
知
ち
れ
て
い
を
虐
に
、
政
府
は
一
切
の
資
料

到のない会社。

援
助
行
政
を
ひ
と
つ
に

C&C for Human Potent旧|

参
議
院
議
員
・
中
西
珠
子
さ
ん
に
聞
く

世
論
の
盛
り
上
げ
で
法
制
定
を

発
展
へ
の
協
力
、
住
民
の
生
活
与
野
党
連
転
の
拳
院
選
後
、

や
環
境
へ
の
鹿
慮
、
軍
事
的
用
社
会
党
が
衆
機
院
に
O
D
A
基

途
へ
の
転
用
の
防
止
、
情
報
公
本
法
案
亭
担
問
出
。
そ
の
内
容
は
、

開
な
ど
宇
品
世
り
込
み
、
草
の
根
中
西
さ
ん
が
提
出
し
た
も
の
と

に
届
く
O
D
A
を
、
と
い
う
の
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。
共
同
法
案

が
差
回
二
」
れ
を
実
施
す
る
た
に
し
よ
う
と
申
レ
込
れ
、
O
D

め
の
機
関
と
し
て
、
国
際
開
発
A
関
係
の
行
政
機
関
、
N
G
O

協
力
庁
の
設
置
の
必
要
性
を
掘
の
意
見
を
聞
き
検
討
。
=
一
会
派

が
こ
れ
ま
で
に
言
っ
て
き
た
と

と
を
尿
則
と
し
て
踏
ま
え
て
い

る
も
の
の
、
援
助
行
政
の
一
元

化
に
は
、
触
れ
て
い
な
い
。

「
政
府
は
、

績
の
連
繋
を
良

く
し
て
と
い
う
と
と
を
言
い

ま
子
か
」
現
在
、
設
置
法
に
よ
っ
て
、

第オ 014号

訂
正
十
月
十
日
圃
め
「
女

性
と
平
和
分
科
会
が
声
明
」
の

程
事
終
り
の
、
世
話
人
名
は
石

井
廓
耶
子
さ
ん
で
し
た
(
耶
が

披
け
て
い
ま
し
た
)
。

「
す
る
大
蔵
省
の
胸
ひ
と
つ
。
十

八
省
庁
の
『
O
D
A
』
予
算
の

と
れ
で
は
、
日
本
の
O
D
A
が

何
を
し
て
い
る
の
か
、
外
国
に

川
神
奈
川
県
・
江
の
島
に
あ
る
同
曹
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
開
初
の
試
み
と
思
い
ま
す
o

専
門
川

官
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
館
五
周
年
の
時
に
出
版
さ
れ
た
研
究
者
、
民
間
の
女
性
学
習
グ
川

川
(
星
野
昌
子
館
長
)
が
、
十
一
『
夜
明
け
の
航
跡
l
l
か
な
が
ル
1
プ
、
同
セ
ン
タ
ー
の
H

共
山

川
月
六
尺
開
館
十
周
年
を
む
か
わ
近
代
の
女
た
ち
』
の
続
編
。
同
作
品
H

と
蓄
え
る
・
。
山

川

え

ま

す

。

合

B

5

判

=

一

百

五

十

円

1

(

予

川

町
こ
れ
を
記
念
し
て
同
セ
ン
タ
神
奈
川
@
近
代
史
の
中
で
、
定
)
。
ド
メ
ス
出
版
発
行
=
一
川

川
ー
で
は
、
戦
後
の
神
奈
川
で
一
生
女
性
が
負
い
、
果
た
し
て
き
た
千
九
百
十
四
月
間
セ
ン
タ
ー
川

川
き
た
女
性
た
ち
の
歩
み
し
蓄
と
役
割
を
、
激
動
の
時
代
、
女
性
ほ
か
全
国
の
・
屈
で
販
売
し
ま
川

川
め
た
女
性
史
『
共
生
へ
の
航
路
た
ち
の
歩
み
と
活
力
に
満
ち
た
す
。
問
合
学
周
セ
ン
タ
ー
女
川

川
ー
ー
か
な
が
わ
の
女
た
ち
千
警
通
し
て
検
宅
地
域
産
性
史
編
集
係
E
o
-
-
幻
・
川

川

羽

』

を

刊

行

レ

ま

す
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支
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作

っ
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老

人

食
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見
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息

子

者

も

多

か

っ

た
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川
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B
E
B
E
E
-
-
EE
E・
可
」
が
け
で
が
ん
と
闘
っ
て
い
る
の

民
邦
軍
躍
防
庁
清
:
韓
日
韓
主
主
謀
韓
三
言
語
賞
司
圃
副
圃
宮市計四日空間げ

う

警
に
あ
っ
た
在
た
ち
祭
編
(
ま
ず
襲
へ
届
け
、
氏

欄

過

し

イ
ベ
ン
ト
「
実
と
一
生
き
る
食

2
2しの
よ
苦
の
自
は
冷
凍
料
理
の
コ
ン
ク
l

…
受
賞
一

!
円
引
怯
圃

E
E園
駅

欲

レ
い
d
と
お
れ
た
o
も
う

ぞ

-

ヨ

聞

き
る
団
体
「
東
京
・
霊

訴

す

き

と

)

、

民

華

社

離

鑑

事

づ

く

言

い

き

り

」

が

:

票

山

ノ

手

サ

ー

ビ

ス

ル

喜

沢

久

平

さ

ん

量

。

t

度

τ欄
川

崎

司

園

現

有

治
主
い
と
い
主
き
ち
め
で

:

編

襲
セ
ン
タ
ー
」
は
二
」
の
ま
(
あ
な
こ
こ
ま
加
害
者
に
富
山

開

醐

催

十
月
二
十
三
日
吉
一
干
五
日
グ
ル
ー
プ
高
齢
者
向
け
リ
フ

三
日
目
壁

川

昌

子

、

農

山

カ

年

よ

珂
i

J

聯

臨

場

す

な

ベ

生

き

き

と

へ

の

聖

療

ど
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も

し

、

著

書

に

も

賠

償

L
Fる
権
利
が
あ
山

騨

舗
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ま
で
世
田
重
経
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ム
セ
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タ
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悠
に
よ
る
、
子
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E
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ら

に

ふ

名

性
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LP
動

調
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勝

一

γ併の
気
持
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い
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き
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医

予
シ
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編
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と
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汚

雲

主
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D
L
r
医
療
編
を
羽
官
た
。
を
需
し
て
性
暴
力
に
対
レ
川

曙

瞳

た
(
全
国
婦
人
新
聞
社
後
援
)
O

た
ま
ま
使
え
る
洗
面
台

2
さ
ん
の
企
画
で
、

H

豊

富

山

ら

?

一

等

兵

L

副・E字教
え

ち

れ

る

Eが
求
」
と

あ

編

著
書
に
あ
っ
た
主
て
-
あ
き
ら
め
て
人
間
と
し
て
川

勝

臨

と

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
聖
書
い
す
の
ま
ま
入
れ
る
ト
イ
レ
祉
の
あ

9
5ん
し

川

ん

イ

4

ん訓
一
つ
j
悶
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垣
さ
?
ち
し
た
終
末
期

に

川

誌

が

り

品

目

立

唱

し

高

し

い

一

盟

主

布

市

ふ

さ

の

佐

佐

間

す

!
.
R
E
一染色
聖
書
記

宝

'

喧

閉

か
、
性
病
の
心
配
、
妊
娠
の
心
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
各
編
二
百
川

聞

-a腸
占

正

由

}

、

1
t
a
-
-圏
闘

-JL
E噛
圃

・

・

・

・

園

川

4

1

十
戸
t

i

l

t

M

E

b

か

ホ

ス

ピ

ス

ケ

ア

に

正

面

か

害

対

鹿
、
書
的
シ
ヨ

Y
4
5
円
、
議
六
十
一一
円

(

喜

一

瞬

ふ

ナ

!

ず

鋼

幽

ー

is
a
z
=1jd・左量
り

組

み

、

還

を

結

い
た
実

三

倍

日

記

軒

一

一

見

詰

盟

会

F
F融当
電

-

一
一
一
九
九
一

一年

度

予

オ

引

?

雲

を

苦

手

際

J

J

横
検
査
の
費
用
の
実
際
ま
京
芸
救
援
セ
ン
タ
ー
・

1

開
酷
力

雨
期
悌
¥
ご

j

J

1

1

H

i

L

E

貨

を

、

ホ

ス

ピ

ス

ケ

ア

多

く

診

る

需

言

語

び

的

な

草

の

根

菜

裏

切

る

竹

1

1

ρ

で

、

親

切

な

情

報

省

い

て

あ

部

へ

。

山

醐

露

協

三

閥

官

接

聞

y
v

・

現

制

平

城

刊

に

量

的

な

迫

害

者

2
3
2
2」草
子
完
(
柳
川
園
署
少

・・

3

r
，

る

。

な

お

、

東

京

強

姦

救

援

セ

ン

川

園

現

縄

繭

H

M

腿
燃

1
U
治
一
眼
唱
司

-V

〕，F
t

E

a

一

-w匂
1

J

I

“

州

幌

病

院

副

院

長

の

石

一
垣
精
子
さ
を
発
足
さ
せ
た
り
、
研
修
や
セ
年
ロ
ッ
ジ
代
表
ほ
か
)
。
教
育

毛

と
の
シ

7ズ
は
す
で
場
タ
l
は
、
セ
ン
タ
ー
の
車
九

晦
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詩
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医
療
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重
量
し
さ
に
ア
の
重
要
さ
を
辱
え
て
き
た
。
生
物
研
器
所
長
ほ
か
)
。
芸

ザ

一

同

い

る

。

量
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円
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川

割

盟

ヤ

哲

治

副

圏

一

越

す

j
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E
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切
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i
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-
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コ

に
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可
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重
み
は
郵
便
川

副

畑

組

E

U

一
新
1
8

12

H

嗣
開
通
関
岨
軍
需

E

-

-

z

a

川
ケ
ア
の
重
を
唱
え
る
買
札
幌
苧
お
も
っ
て
い
る
室
震
ス
チ
ュ
I
ム
・
ア
l
テ
ィ
ス

ヱ

コ

章
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賢

官
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3

4
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山

曙

護

老

長

y
e
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E
J
圃
働
陣
痛
額

A注
圃

司

白

川
病
院
(
私
立
)
の
喜
院
長
に
の
瞬
間
ま
で
発
簿
さ
せ
る
と
と
ト
〕
。
ス
ポ
ー
ツ
警
は
、
ォ

蛸

一

己

9

豪

華

護

セ

ン

タ

川

曹

畢

肱

一
瞬

ぐ

門
司

J
e

繭
?

?

i

重

量

週
劉
¥
幽
川
共
鳴
レ
た
石
垣
さ
ん
は
、
北
大
で
す
o
符
に
は
落
ち
込
む
と
と
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
マ
ラ
ソ
ン

-

g

l

o

川

i

l

l

-

副
関
郎
防
関

f
k陸
自

F
'
i
b
g
i

「
ジ
ョ
ジ
ョ
企
画
」
の
お
な
各
週
情
報
は
「
わ
た
し
、
女
の
行
・
教
育
史
料
出
版
会
。
一
般

じ
み
の
手
帳
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
か
ら
だ
」
。
巻
末
は
各
地
の
女
・
庖
で
購
入
可
能
。

発
売
が
こ
と
し
も
始
っ
た
。
た
ち
の
情
報
。
千
五
百
円
。
マ
カ
レ
ン
ダ
ー
「
姉
妹
た
ち

マ
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ノ
l
ト
マ
「
女
た
ち
の
便
利
帳
幻
i
ょ
、
女
の
暦
」
1
9
2喝
u
。
千

ブ
ッ
ク
1
9
9
3
」
は
、
文
庫
幻
年
」
。
各
地
で
活
飽
す
る
グ
五
百
円
。
遭
を
描
い
た
女
た
ち

本
サ
イ
ズ
、
厚
さ
一
令
。
表
紙
ル
l
プ
、
女
た
ち
虫
荘
、
間
、
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
こ
と
し
で
六

は
例
年
ど
お
り
、
鳥
の
イ
ラ
ス
そ
し
て
#
抽
置
土
、
医
扇
、
犠
員
作
目
。
乙
と
し
の
女
性
は
、
一

ト
。
年
間
、
月
間
、
見
開
き
で
等
の
情
報
が
平
品
川
以
よ
。
A
5
月
・
井
口
阿
く
り
、
一
一
月

・
原

一
週
間
ず
つ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
。
判
五
六
五
円
。
千
九
百
円
。
発
口
鶴
子
、
三
月

・
河
崎
な
つ
、

四
月

・
興
む
め
お
、
五
月

・
山

富
岡
し
げ
り
、
六
月
・
三
岸
節
子
、

七
月

・
厚
木
た
か
、
八
月

・
圏

構
く
ら
子
、
九
月
・
久
米
愛
、

十
月
・
小
篠
積
子
、
十
一
月
・

三
開
露
子
、
十
二
月
・
金
川
ト

ヨ子。注
文
は
各
地
の
女
の
本
屋

で
。
問
合
せ
・
ジ
ョ
ジ
ョ
企
画

官
0
4
7
3
・
W
-
n
R冒
U

o。
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県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
空
l
開
館
+
周
年
記
念
出
版

女性のための手帳や
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カレンダーはいかが

みんなのページです。書L、北口、ことや、知らせたい

ことが島ったら、どんど九投稿して下さい。

電話 03(3343)1846
編集部 l

FAX 03(3348)1890 

「ジョジョ企薗Jで今年も発売中 1

戦
後
の
神
奈
川
で
宝
き
た
女
性
た
ち
の
歩
み
ま
と
め
る

みつくら・つやつや・むやキ勺。
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安帝 f、議斤J5n

あなたのそばに、生命保陵。

iL生命保険協会

r-"、

国

ζ二〉

rザザザ、

壬~

本当の申とりって何だろう。本当の置かき勺て何だろう。人生をしっかり考えていきたい、

そんなB制匂ニなってきました。そして生命保険は明日のあなたを支える力です.

生命僻世針土では、終身保験、個人年創轍.介護?轍医療情的ど.あなたの暮ιしの
hとなる、さまざまなタイプの生命保険をご用意しています.ご相誕〈ださい。あなたの今日

そして明日。生活設計叩専門家が、あなたに最適な生命f結晶プランをお届けします。

安心と暮らしていこう。
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一情
帽
セ
ン
タ
ー
「
セ
ク
ハ
ラ
事
件

一の
主
役
た
ち
l
労
働
相
臨
窓
円
か

一ら
」
金
子
聴
亘
(
都
労
働
経
済
周
〉

一無料

申
込
み
・
問
合
せ
「
同
セ
ン

一
タ
l
E
m
-
民千
つ

T
・
8
B
t
o

-
-
J
C
J
連
隅
セ
ミ
ナ

「
ど
っ

一
な
る
と
つ
す
る
こ
の
日
本
/
l
!泡

一
腐
れ
状
況
#
漂
層
か
品
パ骨折」

一

5
日
同
佐
川
疑
献
と
は
何
か
間

一当
記
者
の
閉
材
マ
ル
脳
ノ
ト
か
ち

j
一
(
現
場
記
者
)
Vロ
日
同
職
能
責
任

L
と
い
う
考
え
方
(
問
要
教
揖
・
大

+
小
京
き
く

戎
呼
吸
L

7
、

伸
、
球
町
全

民

ヒ

い，

t
ょ
に

た
く
才
人

え

E
E

te
い
こ
屯
・
フ

障と又さ<0を洛こ
。鴎さ〈らフロタクンヨン

、え

い

，

Hい
こ二〉

~ヘ
f、、、

n月は、

素
敵
な
生
き
が
い

大
き
な
安
心

暮
ら
し
い
き
い
き

生
命
保
険

生
命
保
険
の
棟
簡
易
集
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
虜
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
.
厳
正
芯
遭
考
の
錆
集
量
優
秀
賞
依

謹
賀
県
の
小
門
昼
夜
子
ム
守
ん
の
作
品
『
暴
動
鳳
芯
笠
き
が
い
大
き
恕
安

心
・
ら
し
い
き
い
き
笠
命
保
陵
』
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
.

ま
た
、
優
秀
賞
に
菖
ば
れ
た
方
は
下
配
の
皆
さ
ま
で
す
・

茨
減
.
県
県
.
蛤
綜
俳
と
も
み
/
.
寮
県
煎
a認
働
"
芥
貯
上
三
+
夫
犬
.
畏
里
ハ
合
川
寛
子
.
山
倉
.
量
鳳
岨
舞
完
.
山
筒
直
.
奨
実
/
畏
野
.
県
照
... 周姻"切

久.奨穴-ゆ
.. 周仁
浮
子
/
般
.
.
 照需-抽縛何谷マ"ザ，子/=三一
.
.
 鰻照小鈴綿骨.秀方失/滋.恒晒
a蝿環官窓串函秀姐.噂/察.

府
.
角
図
冒
子
/
大
匝
府• 

.
 
嘱
照
.
飽
留
節
即
園
広
/
.
陶
照
.
濁
口
裕
二
/
大
分
.
卿m
足立安町/2崎.鋼照平図霊秀方.窟.(幽厳啄祢陪}佳作

閣
点
に
つ
い
て
隠
唱
買
am
の
免
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ
ぜ
て
い
た
だ
き
ま
す
・

生
命
保
険
の

標
語
が

決
ま
り
ま
し
た
。



(4 ) 

ベ
ロ
亭
北
海
道
キ
ャ
ラ
バ
ン
「
風
の
語
り
べ
L

レ
ポ
ー
ト
⑥

〈金曜日〉

大
詰
め
、
旭
川
か
ら
江
別

七
月
十
五
日
は
、
旭
川
の
喫

茶
『
グ
リ
ー
ン
ベ
イ
ル
』
だ
。

企
画
担
当
の
酒
谷
和
恵
さ
ん
が

率
先
し
て
動
く
中
、
次
々
と
主

婦
ら
し
い
客
が
現
れ
る
。

午
後
三
時
過
ぎ
の
ミ
ニ
朗
読

で
は
『
苧
み
』
の
豊
後
の
一
節

に
、
立
ち
上
が
れ
な
く
な
っ
た

聴
き
手
が
二
人
も
。
旅
の
半
ば

か
ら
確
か
な
聴
き
手
に
鍛
司
え
ら

れ
て
、
そ
の
日
、
十
分
ほ
ど
の

朗
読
に
は
、
最
後
の
仕
上
げ
の

よ
う
に
力
が
と
も
っ
た
。
投
げ

銭
も
大
入
り
だ
。

富
良
野
の
昼
の
民
宿
で
は
、

並
べ
た
や
き
も
の
を
一
人
も
見

に
来
な
い
と
い
う
初
め
て
の
事

態
が
起
と
っ
た
。
も
つ
一
踏
ん

ば
り
と
頑
強
っ
て
い
た
カ
ラ
も

拍
子
按
け
だ
っ
た
。

富
良
野
の
夜
の
木
下
さ
ん
宅

で
は
、
広
げ
た
や
き
も
の
の
そ

ば
で
、
フ
ォ
ル
ク
ロ

l
レ
の
素

人
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ニ
演
奏
会
が

1992年 10月 30日安売号ノ、来斤匹胃国受E

始
ま
る
。
カ
ラ
も
途
中
ま
で
し

か
吹
け
な
か
っ
た
曲
を
最
後
ま

で
習
い
、
早
速
合
せ
て
み
る
。

最
後
の
週
末
は
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
三
回
目
と
な
っ
た
江
別
の

『
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
』
だ
。

公
演
直
後
で
、
主
役
か
つ
百

主
の
裕
子
さ
ん
は
、
さ
す
が
に

疲
れ
て
い
る
様
子
だ
が
、
旅
芸

人
の
出
入
り
に
寛
大
な
こ
と
に

最
終
日
の
七
月
二
十
日
夜

は
、
札
幌
の
ミ
ニ
コ
ミ
喫
茶
『
ひ

ろ
ひ
ら
』
で
、
福
井
県
下
の
つ
未

婚
の
母
μ

先
生
配
転
事
件
」
を

巡
る
お
し
ゃ
べ
り
会
だ
。
と
れ

ま
で
の
開
催
先
の
世
話
人
が
旭

川
や
江
別
か
ら
三
人
も
現
れ

る。
私
も
英
子
も
昨
年
十
二
月
の

配
転
事
件
直
後
か
ら
、
現
地
福

帰
り
際
「
朗
読
を
聞
く
の
も

す
る
の
も
、
こ
ん
な
に
質
沢
な

こ
と
だ
っ
た
の
ね
」
な
ど
、
朗

読
劇
の
参
加
者
か
ら
「
よ
か
っ

た
」
と
感
想
を
聞
く
。
そ
の
一

人
が
こ
ち
ら
を
ま
っ
す
ぐ
に
見

工
「
私
は
札
幌
の
S
さ
ん
で
す
」

と
告
げ
る
。
そ
う
か
、
家
と
言
つ

で
も
せ
い
ぜ
い
移
住
し
て
三

代
、
比
較
的
自
由
な
気
風
を
持

福
井
「未
婚
の
母
」

配
転
事
件
を
語
る

は
絶
え
ず
客
が
い
て
、
改
め
て

受
入
側
の
大
変
さ
を
思
う
。

一
回
目
の
夜
の
ス
ラ
イ
ド
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
以
前
か
ろ
の

フ
ァ
ン
も
数
人
参
加
。
二
日
目

の
夜
は
、
別
の
催
し
に
来
た
客

を
、
百
主
の
ど
も
さ
ん
が
呼
び

込
ん
で
く
れ
、
結
構
即
売
会
場

に
流
れ
て
き
た
。

「
私
は
札
幌
の
S
さ
ん
」

お
レ
申
べ
り
会
で
は
、
ま
ず
朗
読
劇
「あ
る
日
突
然」

務
参
加

者
よ
み
つ
つ
け
で
・
:

(第3種郵便物惚 可)

秋
に
な
る
と
菊
の
花
が
美

し
く
咲
き
、
自
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
日
本
料
理
で

は
、
菊
の
杷
を
料
理
の
彩
り

に
添
え
た
り
、
料
理
技
術
を

駆
使
し
て
美
味
し
く
食
べ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

キ
ク
は
キ
ク
科
の
多
年
生

草
本
で
す
。
キ
ク
科
の
植
物

の
中
に
は
、
ス
パ
イ
ス
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が

沢
山
あ
り
ま
す
。

『よ
も
ぎ
』
も
仲
間

第守 014号

フ
ラ
ン
ス
で
食
通
の
好
む

ハ
l
ブ
、
エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
。

英
名
で
は
タ
ラ
ゴ
ン
と
い

い
、
日
本
で
は
両
方
の
名
前

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
葉
の
形
状
は
ま
っ
た

く
異
な
り
ま
す
が
、
と
の
タ

ラ
ゴ
ン
の
近
縁
植
物
に
草
も

ち
に
使
う
『
よ
も
ぎ
』
が
あ

り
ま
す
。
い
い
か
え
ま
す
と
、

乙
の
『
よ
も
ぎ
』
も
日
本
の

ス
パ
イ
ス
と
い
え
ま
す
。

キ
ク
科
の
ス
パ
イ
ス
の
多

く
は
、
ペ
パ
ー
や
レ
ッ
ド
ベ

パ
l
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
の

様
に
辛
味
成
分
が
な
い
の
が

特
徴
で
す
。

菊
は
神
代
の
時
代
か
ろ
日

本
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
黄
菊
は
仁
明
天
皇

の
承
和
年
間
(
八
三
四
i
八

四
八
)
に
麿
か
ら
渡
っ
て
来

た
こ
と
で
知
ち
れ
て
い
ま

す。

井
で
『
不
当
配
転
を
通
し
て
地

方
の
女
性
の
自
由
を
め
ざ
す

会
』
を
結
成
、
か
か
り
っ
き
り

だ
っ
た
。
外
に
向
け
て
は
、
若
い
幼
稚

圃
教
師
を
配
転
へ
と
追
い
詰
め

た
地
域
の
噂
や
そ
れ
を
許
し
た

教
育
委
員
会
、
こ
の
件
を
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
扱
っ
た
読
売

新
聞
の
ス
ク
ー
プ
記
事
や
追
っ

か
け
取
材
を
レ
た
他
の
マ
ス
コ

ミ
に
対
し
て
、
抗
議
を
し
た
。

ま
た
、
内
に
向
り
で
は
丁
寧
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
を
様
々
に
重

ね
た
。
ま
ず
家
族
や
地
域
に
固

ま
れ
患
を
ひ
そ
め
て
暮
ら
す
当

事
者
S
さ
ん
。
良
心
的
な
新
聞

記
者
。
そ
し
て、

そ
れ
ぞ
れ
に

当
事
者
の
立
場
が
人
ご
と
で
な

い
会
の
女
た
ち
と
だ
。

お
し
ゃ
べ
り
会
で
は
、
二
月

の
福
井
の
全
国
集
会
で
上
演
し

た
朗
読
劇
『
あ
る
日
突
然
』
を

ぶ
っ
つ
け
で
し
、
そ
の
後
、
事

件
の
詳
し
い
経
緯
と
福
井
の
会

の
取
材
な
ど
話
す
。
閉
鎖
的
な

土
穫
で
、
当
事
者
の
意
志
表
示

が
ま
ま
な
ら
ぬ
中
で
の
、
私
達

の
活
動
の
ジ
レ
ン
マ
や
苦
悩
も

伝
え
る
。
二
十
人
余
り
の
参
加

者
も
、
地
方
独
特
の
状
況
の
厳

し
さ
を
聞
き
と
ろ
う
と
真
剣

だ

菊
の
名
前
の
由
来
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。

カ
ク
(
香
煎
)
が
キ
ク
と

な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
が
、
古
く
は
菊
の
字
を
グ

ク
と
読
ん
で
い
た
の
が
、
後

に
キ
ク
と
な
っ
た
と
い
う
説

が
一
般
的
で
す
(
『
古
事
記
』

に
ク
ク
リ
ヒ
メ
と
い
う
神
の

名
を
「
菊
理
媛
」
と
書
い
て

い
ま
す
)
。

香
気
が
高
<

苦
み
の
な
い
も
の

日
本
で
は
食
用
に
す
る
菊

を
食
用
菊
、
料
理
菊
、
あ
ま

菊
な
ど
と
い
い
花
を
食
べ
ま

す
。
鑑
賞
用
の
菊
も
食
べ
ち

れ
ま
す
が
、
苦
み
が
強
い
の

で
好
ま
れ
ま
せ
ん
。

菊
は
、
独
特
な
芳
香
と
僅

か
な
ほ
ろ
苦
さ
感
が
特
徴
で

す
。
品
質
と
し
て
は
色
が
よ

く
、
香
気
が
強
く
、
苦
み
が

な
い
も
の
が
良
晶
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ

の
苦
み
を
弱
く
す
る
こ
と

最
終
日
の
札
幌
に
て

米
谷
恵
子

つ
北
海
道
で
も
、
女
た
ち
は
や

は
り
自
由
を
捜
し
つ
づ
り
て
い

る
の
だ
。

二
千
キ
ロ
を
駆
け
抜
け
て

連
絡
先
に
な
っ
た
り
、
写
真

を
撮
る
な
ど
、
旧
知
の
友
が
二

人
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
か
げ
な
が

ち
随
分
と
支
え
て
く
れ
た
。
他

に
も
実
に
様
々
な
人
に
世
話
に

な
っ
た
。
長
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
や
り
披

い
た
十
四
歳
の
カ
ラ
は
、
後
半

す
っ
か
り
一
人
前
に
。
病
気
上

が
り
で
飛
び
石
参
加
し
た
景
平

の
体
調
は
上
向
き
、
彼
女
の
イ

ラ
ス
ト
絵
は
が
き
も
好
評
だ
。

明
る
い
道
南
で
い
ち
ご
に
始

ま
っ
た
季
節
が
、
曇
り
空
の
道

東
を
へ
て
、

ひ
と
月
後
、
道
央

の
と
う
も
ろ
こ
し
に
。
自
を
つ

ぶ
る
と
、
広
大
な
E
陵
や
牧
場

の
た
だ
中
を
ま
っ
す
ぐ
に
延
び

る
道
が
見
え
る
。
二
千
キ
ロ
を

ひ
た
す
ら
駆
切
抜
け
た
四
十
日

に
及
ぶ
キ
ャ
ラ
バ
ン
だ
っ
た
。

※
連
絡
先
は
福
井
県
武
生
市
牧

町
十
六
の
七
「
ベ
ロ
亭
」

君
。
七
七
八

・
二
六

・
一二

O
四
※
ベ

ロ
亭
で
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
先

を
捜
し
て
い
ま
す
。
特
に
九
州

沖
縄
方
面
で
計
画
中
。

と
、
芳
香
性
を
高
め
る
と
と

を
目
的
と
し
て
品
種
改
良
を

しての菊
大辛味成分ないのが特徴大

スとスノtイ
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
の
栽

培
種
は
黄
菊
の
『
阿
房
宮
』

最終回

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
巻
③

が
苧
が
、
カ
ナ
ダ
産
の
が
冷

凍
で
入
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
じ

ゃ
が
芋
は
コ
ス
ト
が
高
い
の

八
点
検
を
重
ね
て
築
く
が
火
災

l
ド
二
百
枚

(抽
選
)
を
希
望

ゼ
ロ
H

〉
の
全
国
統
一
防
火
標
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
は
が

語
を
一刷
り
と
ん
だ
も
の
。
同
協
き
に
住
所
、
氏
名
、年
齢
、
職
業、

会
は
こ
の
ポ
ス
タ
ー
六
十
二
万
希
望
商
品
を
記
入
の
上
、

一
Tm

凶
日
本
損
害
保
険
協
会
は
、
枚
を
全
国
に
配
布
し
、
火
災
予
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
一
丁

駄
の
全
国
火
災
予
防
運
動
(
十
防
の
P
R
に
つ
と
め
る
。
九
日
本
損
害
保
険
協
会
「
防

一
月
九
日
i
十
五
日
)
に
先
が
な
お
、
乙
の
ポ
ス
タ
ー
五
百
火
ポ
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
係」

け
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
枚
(
先
着
順
)
と
、
ポ
ス
タ
ー

ま
た
は
「
テ
レ
ホ
ン
カ
l
ド
プ

た
。
南
野
陽
子
を
モ
デ
ル
に
を
印
刷
し
た
特
製
テ
レ
ホ
ン
カ
レ
ゼ
ン
ト
係
」
。

住

区

一子

川

釧

釧

劃

訓

』一一
三
一一一
主
一一一一一

3

主
催

・
連
絡
・
で
て
乙
い
サ
l

H
ヵ
l
V
-
J
-
B1Z
R
1五
一カ

-ニ

V
シ
ネ
マ
&
卜
l
ク

ク
ル
事
務
局
古
田
・
3
8
5
8

1

1

;

、

、

一

i川一ヨ一一一一一一一一一一一

6
日
害
時
角
筈
区
民
ホ

・
2
7
48

ー川
H

l

l

ル
(
西
新
宿

・
十
二
社
池
ノ

V
ト
ー
ク
&
コ
ン
サ
ー
ト

い
い
い
ド

上
下
車
)
ト
!
ク
「
夫
、
今

ヤ
ン
・
ヨ
ン
ジ
ャ
私
の
夢
は

V
高
尾
山
わ
く
わ
く
ハ
イ
ク

井
正
の
遺
し
た
も
の
」
大
津
豊
、
ロ
日
附
四
時
び
い
ど
ろ
ほ

3
日
開
叩
時
高
尾
駅
北
口
今
井
ツ
ヤ
シ
、
不
マ
「
戦
争
と
お
る
(
官
加
・
3
8
9
・
。
。

小
仏
行
き
バ
ス
停
前
集
合

2

青
春
」
無
料
問
合
せ
・:
新

4
4
)

ト
I
ク

「カ
ナ
ダ
に

時
間
程
歩
き
、
山
頂
で
あ
っ
た
宿
区
役
所
婦
人
少
年
室
古
川ω
・
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
の

か
i
い
豚
汁
を
(
弁
当
持
参
)
3
2
0
9
・
1
1
1
1

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
現
実
」
リ
リ
一戸

1
0
0
0円
、
小
学
生
別
円

V
益
子
と
く
ら
し
展

l
・
ゆ
り
と

・
新
田
(
フ
ェ
ミ
一一

主
催
:
・
富
国
生
命
の
望
月
さ

7
日
出
叩
時
生
活
ク
ラ
ブ
ニ
ズ
ム
英
語
教
師
)
2
0
0
一

ん
を
励
ま
す
会
宮
0
4
2
6
・

旭
セ
ン
タ
ー
(
宮
附

・
3

6

0円
(
当
日
2
3
00
円
)

一

紛
・
7
0

6

3

5

・
2
5
1
1
)

益
子
焼
き

V
東
京
ト
ヨ
ベ
ッ
ト
側
第
口
一

日

V
立
松
和
平
空
真
展
|

|
ア

展
示
即
売
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ

回
「
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
整
歪
」
一

ジ
ア
混
沌
紀
行

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

l
、
手
作
り
品

川凶
日
出
口
時
泊
分
都
内
凶
一

5
日
附

lm日
岡
山
時
東
な
ど
主
催
・:
益
子
焼
と
く
ち
営
業
所
タ
イ
ヤ
交
換
、
チ
ェ
一

京
ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
し
展
実
行
委
員
会
告
側
・
9
5
1ン
の
脱
着
な
ど
無
料
間
二

引いれ

無
料
問
合
せ
・:
T
S
S
E
m

-
-
72
6
0

合
せ
:
・同
「
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
一

-
5
3
81
・
6
0
0
O

V
秋
の
文
化
祭
「
個
性
で
つ

教
室
穣
」

告
白
・
3
4
43
・一

w

v平
和
を
願
い
、
き
の
う
を
く
る
つ
女
性
の
輪
」

1
1
6
8

一

あ
し
た
に
伝
え
る
写
真
展

(ア

7
日
出
、

8
日
岡
山
時
大

V
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
不
詳
パ

メ
リ
カ
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
が
見
阪
市
立
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
第
問
固
定
期
演
奏
会

一向

た
百

・
8
月

)

グ

ル

ー

プ

発

表

、

ミ

ニ

講

習

、

凶
日
凶
一
同
時
、
日
時
日
本
一

一一一一月以……~

6
日
樹

1
8臼
回
目
時

1
口
パ
ネ
ル
屋
示
、
模
擬
后
、
作
品
青
年
館
古
典
音
楽
、
率
業
演
一

山
田
一
軒

時
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
屋
示
、
フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト
他
奏
、
特
集
ρ
中
国
紀
行
H

(

は一
回一紘一一ぬ

ン
タ
l
(札
幌
)
捌
円

7

V
第
山
田
で
て
こ
い
パ
ザ
!

る
か
な
る
悠
久
へ
の
旅
)

2
一
九…

ω話

回
出
回
時
叩
分
か
ら
講
演
会
シ

8
日
岡
山
時

i
H時
梅

島

0
0
0円
(
全
席
指
定
)
※
一

尚
一戸

ョ
l
・
オ
ダ
『
不
ル
(
元
米
璽
商
あ
か
し
あ
の
家
(
東
武
線
西
井
抽
選
で
昼
、
夜
各

2
組

8
名
を
一

間

兵
隊
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
)
主
駅
東
口
下
車
)
手
作
り
晶
、
招
待
告
白
・
3
34
3
・
1
8

催
・:
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
バ
ッ
グ
類
、
日

4
6全
国
婦
人
新
聞

・
マ
ン
ド

ン
タ
l
倉
山
・

7
3
5
・
3
3
用
雑
貨
、
食
べ
も
の
コ
ー
ナ
ー

リ
ン
係

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
一

番
よ
く
食
べ
る
ρ
魚
料
理
ρ

は
〈
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド

チ
ッ
プ
ス
〉
で
す
。
町
の

中
、
ど
と
で
も
眉
が
あ
り
、

売
っ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に

自
身
の
魚
に
衣
を
つ
け
て
揚

げ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
衣

の
分
厚
い
と
と
。
立
が
厚
い

の
で
、
中
が
し
っ
と
り
し
て

い
ま
す
。
中
の
魚
は
タ
ラ
が

多
い
で
す
が
、
サ
メ
も
あ
り

ま
す
。
サ
メ
が
好
き
で
、
わ

ざ
わ
ざ
注
文
す
る
人
も
い
ま

す
。
チ
ッ
プ
ス
は
、
じ
ゃ
が

芋
の
フ
ラ
イ
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス
を
買
う

と
、
新
聞
紙
で
く
る
ん
で
渡

し
て
く
れ
る
。
紙
を
は
が
し

な
が
色
、
つ
ま
ん
で
食
べ
る

の
が
琶
な
が
ら
の
フ
ィ
ッ
シ

ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス
な
ん
で

す
が
、
最
近
、

そ
う
し
た
素

朴
な
の
か
な
く
な
っ
て
い
る

み
た
い
で
す
。
第
一

、
じ
ゃ

えA議f:1ィァシ品企チァプ又
高籾謀、オーストラリア・キング例議察拝

だ
そ
つ
で
す
。
あ
ん
な
に
広

い
土
地
が
あ
っ
て
、
じ
ゃ
が

芋
を
輸
入
な
ん
て
、
ど
う
い

う
と
と
か
し
ら
・・
・。

防
火
ポ
ス
タ
ー
プ
む
ン
ト

保
籍
点
検
を
重
ね
て
築
く
火
災
零

と
い
う
品
種
で
、
主
に
青
森

県
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
花
食
用
菊
も
各

地
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
の
食
べ
方
は
、
花
井
だ

り
を
む
し
り
取
る
か
、
花
を

そ
の
ま
ま
、
塩
と
酢
を
加
え

た
熱
湯
の
中
で
さ
っ
と
茄
で

ま
す
。
と
れ
を
酢
の
物
の
あ

え
物
や
漬
物
に
し
ま
す
。

葉
は
花
よ
り
も
苦
み
が
強

く
食
べ
に
く
い
い
の
で
、
天

ぷ
ち
に
し
て
食
べ
ま
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
和
学
研
究
所
/
本
文
・
武

政
三
男
)

乙
の
問
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
帰
っ
た
ら
、
友
人
が
昔

な
が
ら
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン

ド
チ
ッ
プ
ス
を
食
べ
さ
せ
る

屈
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。じ
ゃ
が
芋
も
H

国
産
九

一
般
の
居
よ
り
ち
ょ
っ
と
高

い
の
で
す
が
・・
・
・
・
・
な
ん
だ
か

へ
ン
で
す
ね
。

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ

プ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
今
、

'
ど
と
で
で
も
、
街
角
の
屋
台

や
屈
で
売
っ
て
い
る
の
が

〈
カ
ラ
マ
!
リ
〉
で
す
。
乙

れ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
た
べ
も
の

で
、
要
す
る
に
イ
カ
リ
ン
グ

の
フ
ラ
イ
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ

系
の
人
が
売
り
は
じ
め
た
の

で
す
が
、
ぞ
れ
ま
で
イ
カ
な

ど
食
べ
た
と
と
も
な
か
っ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
も
、
形

は
リ
ン
グ
で
、
手
に
持
っ
て

食
べ
ろ
れ
て
食
べ
や
す
い

し
、
食
べ
て
み
る
と
サ
ッ
パ

リ
し
て
お
い
し
い
し
、
大
人

気
O

H

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

E宣言，*m~H司

魚とガン予防①

味
H

に
定
着
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
特
の

味
、
海
の
幸
と
い
う
と
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
キ
ン
グ
と
い
う
大
き
一

な
ク
ル
マ
エ
ビ
。
ゆ
で
て
売
一

っ
て
い
ま
す
。
私
の
家
で
は

月
に
一
回
は
買
っ
て
い
ま
し

た
。
皮
を
む
き
な
が
ら
食
べ

る
。
お
い
し
い
で
す
よ
。

マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
。
海
に
近

い
河
口
の
泥
の
中
、
コ
チ
な

ど
の
い
る
あ
た
り
に
生
息
す

る
カ
ニ
で
す
。
皮
が
分
厚
く

て
固
く
っ
て
、
日
本
の
カ
ニ

と
は
形
も
味
も
ち
が
う
け
れ

ど
、
こ
れ
ま
た
、
お
い
し
い

で
す
よ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
エ

ビ
や
カ
ニ
を
ゆ
で
る
と
き
、

日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
、
た

だ
、
ゆ
で
て
食
べ
ま
す
。
ス

パ
イ
ス
は
あ
ま
り
使
い
ま
せ

ん
。
あ
っ
さ
り
し
た
味
が
好

み
で
す
。
(
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

プ
ラ
イ
ス
・

談
)

ガンの予防にも、魚食が良い

効果があるととがだんだんわか

ってきました。弘前大学のマウ

ス実験で、イカのスミに抗ガン

効果があるととがわかりまし

た。スミから抽出された新しい

タイプの糖質に抗ガン物質があ

るようです。

社)大日本水産会・

おさかな普及協議会

R 
u 

持Y

認

市

当

出
い
一
均
一
即
日

山押し

f

!損

" 

(4 ) 

ベ
ロ
亭
北
海
道
キ
ャ
ラ
バ
ン
「
風
の
語
り
べ
」
レ
ポ
ー
ト
⑤

〈金 曜 日 〉

大
話
め
、
旭
川

f
b江
別

七
月
十
五
日
は
、
旭
川
の
喫

茶
『
ク
リ
ー
ン
ベ
イ
ル
』
だ
。

企
画
担
当
の
興
合
相
思
さ
ん
が

率
先
し
て
動
く
中
、
次
々
と
主

婦
ら
し
い
客
が
現
れ
る
。

午
後
一
一
一
時
過
ぎ
の
ミ
ニ
朗
読

で
は
『
事
み
』
の
最
後
の
一
節

に
、
立
苔
上
が
れ
な
く
な
っ
た

聴
き
手
が
二
人
も
。
旅
の
半
ば

か
色
融
か
な
聴
き
手
一
に
鍛
え
ら

れ
て
、
そ
の
日
、
十
分
ほ
ど
の

朗
腕
に
は
、
愚
後
の
仕
上
げ
の

よ
う
に
力
が
と
も
っ
た
。
授
げ

銭
も
大
入
り
だ
。

富
良
野
の
昼
の
民
宿
で
は
、

持
へ
た
や
き
も
の
を
一
人
も
見

に
来
な
い
と
い
う
初
め
て
の
一
事

態
か
起
と
っ
た
。
も
う
一
踏
ん

ば
り
一
と
頑
張
っ
て
い
た
カ
ラ
ム
も

拍
子
抜
け
だ
っ
た
。

富
良
野
の
伎
の
木
下
さ
ん
宅

で
は
、
広
げ
た
や
き
も
の
の
そ

ば
で
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
l
レ
の
素

人
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ニ
演
奏
会
が

1992年 10月 30日安売号 J、来斤陪胃国釜を

始
ま
る
。
カ
ラ
も
途
中
ま
で
し

か
吹
け
な
か
っ
た
曲
を
康
俊
ま

で
習
い
、
早
速
合
せ
て
み
る
。

最
後
の
型
式
は
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
三
回
目
と
な
っ
た
江
別
の

『
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
』
だ
。

公
演
直
後
で
、
主
役
か
つ
庖

主
あ
裕
子
さ
ん
は
、
さ
す
が
に

疲
れ
て
い
る
様
子
だ
が
、
旅
芸

人
の
出
入
り
に
寛
大
な
こ
と
に

愚
終
日
の
七
月
二
十
日
夜

は
、
札
幌
の
ミ
ニ
コ
ミ
喫
蕎
ひ

ち
ひ
ら
』
で
、
福
井
県
下

qH未

婚
の
尽
H

先
生
前
転
事
件
」
を

巡
る
お
し
ゃ
べ
り
会
だ
。
こ
れ

ま
で
の
開
催
先
の
世
話
人
が
旭

川
や
江
別
か
ら
三
人
も
現
れ

る。
私
も
英
子
も
昨
年
十
二
月
の

回
転
事
件
直
後
か
ら
、
現
地
福

帰
り
際
「
朗
読
を
蘭
く
の
も

す
る
の
も
、
こ
ん
な
に
賀
沢
な

乙
と
だ
っ
た
の
ね
」
な
ど
、
朗

読
劇
の
参
加
者
か
ら
「
よ
か
っ

た
」
と
感
惣
を
聞
く
。
そ
の
一

人
が
こ
ち
A
手
」
ま
っ
す
ぐ
に
見

玄
私
は
札
幌
の
S
さ
ん
で
す
」

と
告
げ
る
。
そ
う
か
、
家
と
芭
つ

で
も
せ
い
ぜ
い
移
住
し
て
三

代
、
比
較
的
自
由
な
気
風
亭
薄

福
井
「
未
婚
の
母
L

配
転
事
件
を
語
る

は
絶
え
ず
客
が
い
て
、
改
め
て

受
入
側
の
大
変
さ
を
尽
つ
。

一
日
目
の
夜
の
ス
ラ
イ
ド
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
以
前
か
ら
の

フ
ァ
ン
も
数
人
参
加
。
一
一
日
目

の
夜
は
、
別
の
笹
レ
に
来
た
客

を
、
盾
主
の
ど
も
さ
ん
が
呼
び

込
ん
で
く
れ
、
結
構
即
売
会
場

に
流
れ
て
き
た
。

「私
は
札
幌
の
5
さ
ん
」

和
レ
ミ
旦
誼
で
は
、
ま
ず
朗
罰
劃
「
晶
吾
回
一
世
一
黙
」
多
参
加

者
主
ふ
つ
つ
け
で
i

zuuaず

{輔3橿郵慣物健 可)

秋
に
な
る
と
菊
の
花
が
美

し
く
咲
き
、
目
を
乗
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
日
本
料
理
で

は
、
鋪
m
山
花
を
料
理
の
彩
り

に
添
え
た
り
、
料
理
技
術
を

駆
使
し
て
美
味
し
く
禽
へ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

キ
ク
は
キ
ク
科
の
多
年
生

草
本
で
す
。
キ
ク
科
の
一
位
物

の
中
に
は
、
ス
パ
イ
ス
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が

沢
山
あ
り
ま
す
。

『よ
も
さ
』
も
伸
簡

第 1014き

フ
ラ
ン
ス
で
食
通
の
好
む

ハ
l
ブ
、
エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
。

英
名
で
は
タ
ラ
ゴ
ン
と
い

い
、
日
本
で
は
両
方
の
名
前

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
葉
の
一
形
状
は
ま
っ
た

く
異
な
り
ま
す
が
、
と
の
タ

ラ
ゴ
ン
の
近
縁
縞
物
に
草
も

ち
に
使
う
一
『
よ
も
ぎ
』
が
あ

り
ま
す
。
い
い
か
え
ま
す
と
、

乙
の
『
よ
も
ぎ
』
も
日
本
の

ス
パ
イ
ス
と
い
え
ま
す
。

キ
ク
科
の
ス
パ
イ
ス
の
多

く
は
、
ベ
パ
ー
や
レ
ッ
ド
ベ

パ
l
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
の

様
に
辛
味
成
分
が
な
い
の
が

特
徴
で
す
。

菊
は
神
代
の
時
代
か
ち
日

本
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
黄
菊
は
「
関
天
皇

の
承
和
年
間
〈
八
三
四
i
八

四
八
)
に
麿
か
ら
渡
っ
て
来

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す。

井
で
『
歪
ヨ
霞
転
を
通
し
て
地

方
の
女
性
の
自
由
を
め
ざ
す

会
』
を
結
成
、
か
か
り
っ
き
り

だ
っ
た
。
外
に
向
け
て
は
、
若
い
幼
稚

園
教
師
を
配
転
へ
と
追
い
結
め

た
地
域
の
噂
や
そ
れ
を
許
し
た

教
育
委
員
会
、
こ
の
件
を
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
扱
っ
た
読
売

新
聞
の
ス
ク
ー
プ
記
事
や
追
っ

か
け
取
材
を
し
た
他
の
マ
ス
コ

ミ
に
対
し
て
、
抗
織
を
し
た
。

ま
た
、
内
に
向
け
て
は
丁
寧
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
宇
様
々
に
重

ね
た
。
ま
ず
家
族
や
地
域
に
囲

ま
れ
患
を
ひ
そ
め
て
暮
ら
す
当

事
者
S
さ
ん
。
良
心
的
な
新
聞

記
者
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

当
事
者
の
立
場
が
人
ご
と
で
な

い
会
の
女
た
ち
と
だ
。

お
し
ゃ
べ
り
会
で
は
、

一一月

の
福
井
の
全
国
集
会
で
よ
面
倒
し

た
朗
読
劇
『
あ
る
日
突
然
』
を

ぶ
っ
つ
け
で
し
、
そ
の
後
、
事

件
の
群
し
い
経
線
と
一
福
井
の
会

の
取
材
な
ど
揺
す
。
閉
鎖
的
な

土
壇
で
、
当
事
者
の
意
志
表
示

が
ま
芋
よ
-
ち
ぬ
中
で
の
、
私
達

の
通
勤
の
ジ
レ
ン
マ
や
苦
悩
も

伝
え
る
。
二
十
人
余
り
の
参
加

者
も
、
地
方
独
特
め
状
況
の
厳

し
さ
を
聞
き
と
ろ
う
と
真
剣

だ。
菊
の
名
前
の
由
来
も
い
ろ

い
ろ
あ
的
壬
互
す
。

カ
ク
(
香
薫
)
が
キ
ク
と

な
っ
た
と
い
う
税
も
あ
り
ま

す
が
、
古
く
は
菊
の
宰
を
hv

ク
と
読
ん
で
い
た
の
が
、
後

に
キ
ク
と
な
っ
た
と
い
う
鋭

が
一
般
的
で
す
(
『
古
事

E

に
ク
ク
リ
ヒ
メ
と
い
う
神
の

名
を
「
菊
理
空
と
書
い
て

い
ま
す
)
。

香
気
が
高
く

苦
み
の
な
い
も
の

日
本
で
は
食
用
に
す
る
菊

を
食
用
菊
、
料
理
扇
、
あ
ま

菊
な
ど
と
い
い
花
を
食
べ
ま

す
。
鑑
賞
用
の
菊
も
食
べ
ち

れ
ま
す
か
、
苦
み
が
強
い
の

で
好
ま
れ
ま
せ
ん
。

菊
は
、
組
特
な
芳
香
と
一
僅

か
な
ほ
ろ
苦
さ
感
が
特
徴
で

す
。
品
質
と
し
て
は
色
が
よ

く
、
香
気
が
強
く
、
苦
み
が

な
い
も
の
が
良
品
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
乙

の
苦
み
を
弱
く
す
る
こ
と

最
終
日
の
札
幌
に
て

米
谷
恵
子

つ
北
海
道
で
も
、
女
た
ち
は
や

は
り
自
由
を
捜
し
つ
づ
け
て
い

る
の
だ
。
二
千
キ
ロ
を
駆
け
疲
け
て

連
絡
先
に
な
っ
た
り
、
写
真

を
綬
る
な
ど
、
旧
知
の
友
が
ニ

人
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
か
げ
な
が

ち
随
分
と
支
え
て
一
く
れ
た
。
他

に
も
実
に
織
々
な
人
に
世
話
に

な
っ
た
。
長
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
や
り
抜

い
た
十
四
歳
の
カ
ラ
は
、
後
半

す
っ
か
り
一
人
前
に
。
病
気
よ

が
り
で
飛
び
石
参
加
し
た
景
平

の
体
調
は
よ
向
き
、
彼
女
の
イ

ラ
ス
ト
絵
は
が
き
も
好
評
だ
。

明
る
い
道
南
で
い
ち
ご
に
始

ま
っ
た
季
節
が
、
曇
笠
空
の
道

東
を
へ
て
、
ひ
と
月
後
、
道
央

の
と
手
も
ろ
と
し
に
。
目
を
つ

ぶ
る
と
、
広
大
な
圧
陵
や
牧
場

の
た
だ
中
を
ま
っ
す
ぐ
に
延
び

る
道
が
見
え
る
。
二
千
キ
ロ
を

ひ
た
す
ち
一
駆
り
抜
り
た
四
十
日

に
及
ぶ
キ
ャ
ラ
バ
ン
だ
っ
た
。

※
連
絡
先
は
福
井
県
武
生
前
牧

町
土
ハ
の
七
「
ベ
ロ
亭
」

宮
O
七
七
八
・
二
六
・
一
二

O
四
※
ベ
ロ
亭
で
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
先

を
痩
レ
て
い
ま
す
。
特
に
九
州

沖
縄
方
面
で
計
画
中
。

と
、
芳
香
性
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
昆
閣
改
良
を

しての菊
大辛味成分ないのが特徴大

スとスノtイ
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
の
栽

培
閣
は
質
菊
の
『
阿
房
宮
』

最終回

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
巻
③

が
芋
が
、
カ
ナ
ダ
麗
の
が
冷

凍
で
入
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
じ

ゃ
が
芋
は
コ
ス
ト
が
高
い
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
一

番
よ
く
食
へ
る
ρ
魚
料
理
μ

は
〈
フ
ィ
ン
シ
ュ
ア
ン
ド

チ
ッ
プ
ス
〉
で
す
。
町
の

中
、
ど
こ
で
も
庖
が
あ
り
、

売
っ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に

自
身
の
魚
に
衣
を
つ
け
て
揚

げ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
衣

の
分
厚
い
と
と
。
衣
が
厚
い

の
で
、
中
が
し
っ
と
り
し
て

い
ま
す
。
中
の
魚
は
タ
ラ
が

多
い
で
す
か
、
サ
メ
も
あ
り

ま
す
。
サ
メ
が
好
き
で
、
わ

ざ
わ
ざ
注
文
す
る
人
も
い
ま

す
。
チ
ッ
プ
ス
は
、
じ
ゃ
が

芋
の
フ
ラ
イ
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス
を
買
う

と
、
新
聞
紙
で
く
る
ん
で
渡

し
て
く
れ
る
。
紙
を
は
が
し

な
が
ら
、
つ
ま
ん
で
食
べ
る

の
が
昔
な
が
ら
の
フ
ィ
ッ
シ

ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス
な
ん
で

す
が
、
震
近
、
そ
う
し
た
素

朴
な
の
が
な
く
な
っ
て
い
る

み
た
い
で
す
。
第
一
、
じ
ゃ

えA気~イァシぷ&チァプス
高薄弱弘、オーストラリアキング例議@-

だ
そ
う
で
す
。
あ
ん
な
に
広

い
土
地
が
あ
っ
て
、
じ
ゃ
が

芋
宇
都
開
入
な
ん
て
、
ど
う
い

う
と
と
か
し
ら

・。

こ
の
問
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
帰
っ
た
ら
、
友
人
が
昔

な
が
ら
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン

ド
チ
y
プ
ス
を
食
べ
さ
せ
る

后
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

レ
た
。
じ
ゃ
が
芋
も
H

国
罪
。

一
般
の
后
よ
り
ち
ょ
っ
と
高

い
の
で
す
が
な
ん
だ
か

へ
ン
で
す
ね
。

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
y

プ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
今
、

ど
と
で
で
も
、
街
角
の
屋
台

や
屈
で
売
っ
て
い
る
の
が

〈
カ
ラ
マ
!
リ
〉
で
す
。
乙

れ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
た
べ
も
の

で
、
要
す
る
に
イ
カ
リ
ン
グ

の
フ
ラ
イ
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ

系
の
人
が
売
り
は
じ
め
た
の

で
す
が
、
そ
れ
ま
で
イ
カ
な

ど
食
べ
た
と
と
も
な
か
っ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
も
、
形

は
リ
ン
グ
で
、
手
に
持
っ
て

食
べ
ら
れ
て
食
べ
や
す
い

し
、
禽
へ
て
み
る
と
サ
ッ
パ

リ
し
て
お
い
し
い
し
、
大
人

気
O

H

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

E罰&'J;-;-;fJ!軒当酒

魚とガン予防①

〈
点
検
を
重
ね
て
第一
く
u
火
災

ゼ
ロ
M

〉
の
全
国
統
一
防
火
標

語
を
刷
り
こ
ん
だ
も
の
。
同
協

会
は
と
の
ポ
ス
タ
ー
六
十
二
万

凶
日
本
損
害
保
険
屋
号
、
枚
雲
菌
に
町
布
し
、
火
災
予

秋
の
全
国
火
災
予
防
直
筋
(
十
防
の
P
Rに
つ
と
め
る
。

一
月
九
日
i
十
五
日
)
に
先
が
な
お
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
五
百

口
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
枚
(
先
着
順
)
と
、
ポ
ス
タ
ー

た
o
南
野
陽
子
を
モ
デ
ル
に
を
印
刷
し
た
特
製
デ
レ
ホ
ン
カ

防
火
ポ
ス
タ
ー
プヂ
ト

保
翠
点
検
を
重
ね
て
築
く
火
災
零

0
0
0
6
 
V
シ
ネ
マ
&
卜
l
ク

自
白
働
時
時
角
筈
区
民
ホ

パ川
U
ハ
l

l

ル
(
西
新
宿
・
十
二
社
池
ノ

い
い
い
ド

上

下

車

)

ト

l
ク
「
夫
、
今

V
高
尾
山
わ
く
わ
く
ハ
イ
ク
井
正
の
遺
し
た
も
の
』
大
海
豊
、

3
日
附
凶
時
高
尾
駅
花
口
今
井
ツ
ヤ
シ
ネ
マ
「
戦
争
と

小
仏
行
き
バ
ス
停
前
集
合

2

宵
春
」
無
料
問
合
せ
・
新

時
間
程
歩
き
、
山
頂
で
あ
っ
た
宿
区
役
所
婦
人
少
牟
室
宮

ω・

か
i
い
豚
汁
を
(
弁
当
持
参
)
3
?
6
9
・
1
1
1
1

1
6
0
0円
、
小
学
生
側
円

V
益
子
と
く
ら
し
長

士
薩
富
国
生
命
の
望
月
さ

7
日
出
叩
時
生
活
ク
ラ
ブ

ん
を
励
ま
す
会
官
0
4フ
E
-
旭
セ
ン
タ
ー
(
宮
附
・

3
6

M
刊
・
7

9

3

5

・
2
5
1
1
)

益
子
焼
き

'v立
松
和
平
写
真
展
|ー
す
展
示
即
売
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ア

ジ
ア
混
沌
犯
行

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

l
、
手
作
り
昂

5
白山間
i
m出
日
岡
山
川
時
東
な
ど
主
催
益
子
焼
と
く
ら

京
ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
レ
展
実
行
唾
員
会
宮
川・

9
5

無
料
問
合
せ

T
S
S
告
白

l
・
7
う

8
0

・
5
3
8
1
・
6
0
0
0

V
秋
の
文
化
祭
「
個
性
で
つ

V
平
和
喜
顧
い
、
き
の
う
を
く
る
つ
女
性
の
輪
」

あ
レ
た
に
伝
え
る
写
真
展
(
ア

7
日
出
、

8
日
四
叩
時
大

メ
リ
カ
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
が
見
阪
市
立
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

た
市
・
8
月

)

グ

ル

ー

プ

発

表

、

ミ

ニ

甥

習

、

日
自
制

i
B日
側

ω時
1
げ
パ
ネ
ル
展
示
、
模
擬
庖
、
作
晶

時
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
展
示
、
フ
リ
i
マ
ー
ケ
ッ
ト
他

ン
タ
l
(札
幌
)
削
円

7

V
第
川
田
で
て
こ
い
パ
ザ
|

日
∞
日
時

ω分
か
ら
購
演
会
シ

8
日
側
叩
時

i
U時
梅

島

ョ
l
・
オ
ダ
ネ
ル
(
元
米
望
商
あ
か
し
あ
の
ー
家
(
東
武
線
西
井

兵
隊
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
)
主
駅
東
口
下
車
)
手
作
り
口
問
、

催
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
パ
y
グ
類
、
日

ン
タ
l
古
川・

7
3
5
・
3
3
用
雑
貨
、
食
べ
も
の
コ
ー
ナ
ー

一出
廷
一罰
則
刻
刷
噛
L

位
一涯一

-比一一
Er--一一一一一一一

と
い
う
晶
福
で
、
主
に
青
森

県
で
栽
岩
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
花
食
用
菊
も
各

地
で
栽
岩
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
の
食
べ
方
は
、
花
弁
だ

け
を
む
し
り
取
る
か
、
花
を

そ
の
ま
ま
、
混
と
酢
を
加
え

た
熱
圃
閉
め
中
で
さ
っ
と
詣
で

ま
す
。
乙
れ
を
酢
の
物
の
あ

え
物
や
漬
物
に
し
ま
す
。

葉
は
花
よ
り
も
苦
み
が
強

く
食
べ
に
く
い
い
の
で
、
天

ぷ
ち
に
し

τ食
べ
ま
す
。

(
資
猫
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
糾
学
研
究
所
/
本
文
・
武

監
二
男
)

味
H

に
定
積
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
特
の

味
、
海
の
苧
と
い
司
メ
」
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
キ
ン
グ
と
い
う
一
大
き
一

な
ク
ル
マ
エ
ビ
。
ゆ
で
て
売
-

っ
て
い
ま
す
。
私
の
家
で
は

月
に
一
回
は
買
っ
て
い
ま
し

た
。
皮
を
む
き
な
が
ら
食
べ

る
。
お
い
し
い
で
す
よ
。

マ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
。
海
に
近

い
河
口
の
泥
の
中
、
コ
チ
な

ど
の
い
る
あ
た
り
に
生
息
す

る
カ
ニ
で
す
。
皮
が
分
厚
く

て
固
く
っ
て
臼
本
の
カ
ニ

と
は
形
も
味
も
ち
が
う
け
れ

ど
、
こ
れ
ま
た
、
お
い
し
い

で
す
宇
品
。
オ
l
ス
ト
う
リ
ア
人
は
エ

ビ
や
カ
ニ
亭
⑥
で
る
と
き
、

日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
、
た

だ
、
ゆ
で
て
禽
へ
ま
す
。
ス

パ
イ
ス
は
あ
ま
り
使
い
ま
せ

ん
。
あ
っ
さ

puた
味
が
好

み
で
す
。
(
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

プ
ラ
イ
ス
・
鮫
)

ガンの予防にも、曲食が良い

!IIJ思があることがだんだんわか
ってき占した。弘前大学のマウ

ス輿験で、イカのスミに坑ガン

効果があるととがわかりまし

た。スミかち抽出された新しい

タイプの槽置に抗ガン物置があ

るようです。

ヰ土)大日本水産会 ・

おさかな普及協機会

ー
ド
二
百
枚
(
抽
選
)
亭
稿
望

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
は
が

き
に
壁
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

希
望
商
品
を
飽
入
の
上
、

干
山川

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二

九
日
本
損
害
保
険
協
会
「
防

火
ポ
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」

ま
た
は
「
テ
レ
ホ
ン
カ
i
ド
プ

レ
ゼ
ン
ト
係
」
。

主
催
・
連
絡
。
で
て
乙
い
サ
ー

ク
ル
事
務
局
宮
町出
・
3
s
b
8

・nJ，“司
t
4せ
Q
U

V
卜
l
タ
晶
コ
ン
サ
)
卜

ヤ
ン
・ヨ
ン
ジ
ャ

私
の
夢
は

ロ
白
山
間
均
時
び
い
ど
ろ
ほ

お
る
(
宮
閃
・
3
5
u
・
日
目

4
4
)

ト
1
ク
「
カ
ナ
ダ
に

お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
の

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
一
現
き
リ
リ

l
・
ゆ
り
と
・
新
田
(
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
英
語
教
師

)
2
n
D

O
円
(
当
日
2
1円
目
円
)

V
東
京
ト
ヨ
ベ
ッ
ト
剛
第刊は

回
妄
性
ド一

イ
パ

l
懇
軍
」

凶
日

ω日
時
初
分
都
内
問

営
業
所
タ
イ
ヤ
受
換
、
チ
ェ

ー
ン
の
脱
着
な
ど
無
料
問

合
せ
:
同
「
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

教
室
係
」

Em・
3
4
4
3
・

1i11ス肘
voo

V
明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

第
印
固
定
期
演
奏
会

M
日

ωは
時
、
凶
時
巴
本

青
年
館
古
典
音
楽
、
卒
業
演

奏
、
特
集
H

中
国
紀

F
F
(は

る
か
な
る
悠
久
へ
の
旅
)

2

0
0
0円
(
金
時
指
定
)
※

他
選
で
昼
一
、
夜
各
2
組
8
名
を

招
待
宮
町出
・
3
3
4
3
・
1
8

4
6全
国
婦
人
新
聞
・
マ
ン
ド

リ
ン
係


